
人口と世信
7月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 133，021人 (+372人)
[うち外国人920人]

男 65，981人 (+53人)
女 67，040人 (+319人)

・世帯 51，971世帯 (+723世帯)
※住民基本台帳人口 ・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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白山中学校• 我孫子第三小学校

震補強などの財源に
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市
で
は
、
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
財
源
に
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
「
オ
オ
パ
ン
あ
ぴ
こ
市
民
債
」

1
億
円
を
発
行

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
1
日
の
大
半
を
週
ご
す
学
校
生
活
を
安
全
で

快
適
な
も
の
に
す
る
た
め
、
校
舎
の
耐
震
補
強
や
ト
イ
レ
の
改
修
、
屋

上
の
防
水
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

耐
震
補
強
や
ト
イ
レ
改
修

耐
震
基
準
が
強
化
さ
れ
る
1
9
8

1
年
以
前
の
旧
基
準
で
建
設
さ
れ
た

校
舎
四
校
お
棟
の
う
ち
、
耐
震
診
断

で
補
強
が
必
要
と
さ
れ
た
校
舎
は
四

校
お
棟
で
す
。

市
で
は
、
耐
震
性
能
の
劣
る
校
舎

を
優
先
し
て
旧
年
度
か
ら
耐
震
補
強

工
事
を
寒
施
し
、
何
年
度
ま
で
に
6

校
叩
棟
の
工
事
を
完
了
し
て
い
ま
す

(
左
表
)
。

v耐震補強の実施状況

年度 学校名
2001 我孫子第四小学校 (2棟)
2002 湖北台東小学校(1棟)

布佐小学校(1棟)
湖北台中学校 (2棟)
我孫子第一小学校 (2棟)
根戸小学校 (2棟)
我孫子第三小学校(1棟)
白山中学校 (2棟)

2004 

2005 

使
い
途
が
明
確
な
市
民
債

市
長

渇
庄
司
市
生
仏
ザ

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
校
舎
数
が
多
く
1
棟
で

億
単
位
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
今

杢
度
の
2
校
が
終
わ
っ
て
も
、
ま
だ

約
必
%
の
完
了
率
で
す
。

2006 

ω年
度
は
、
我
孫
子
第
三
小
学
校

1
棟
と
白
山
中
学
校
2
棟
の
工
事
を

行
い
、
残
り
日
棟
も
順
番
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

工
事
費
は
、
我
孫
子
第
三
小
学
校

が
1
億
5
0
0
0
万
円
、
白
山
中
学

校
が
3
億
円
で
す
。
耐
震
補
強
工
事

の
主
な
内
容
は
、
開
口
部
(
窓
、
昇

降
口
な
ど
)
へ
の
鉄
骨
プ
レ
ー
ス

(
筋
か
い
)
の
設
置
、
柱
の
補
強
、

窓
ガ
ラ
ス
の
強
化
ガ
ラ
ス
へ
の
交
換

な
ど
で
す
。

ま
た
、
耐
震
補
強
と
同
時
に
、
ト

イ
レ
の
全
面
改
修
、
車
イ
ス
で
も
利

用
し
や
す
い
名
J

機
能
ト
イ
レ
の
設
置
、

外
壁
と
屋
上
の
全
面
改
修
、
古
く
な

っ
た
ガ
ス
管
の
交
換
な
ど
の
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
(
写
真
下
)
。

特
に
ト
イ
レ
は
、
床
の
段
差
解
消

と
乾
式
化
、
便
器
の
洋
式
化
、
手
洗

い
・
小
便
器
の
自
動
水
洗
化
、
照
明

の
増
設
な
ど
で
明
る
く
清
潔
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

「オ
オ
パ
ン
あ
ぴ
こ
市
民
債
」

1
億
円
は
、
校
舎
の
大
規
模
改
造

の
貴
重
な
財
源
に
な
り
ま
す
。
前

回
の
古
利
根
沼
の
時
と
同
様
に
、

利
率
は
国
債
よ
り
も
低
く
な
る
見

通
し
で
す
が
、
国
債
と
は
異
な
り

使
い
越
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

工事完了後の校舎(根戸小学校)

四品;画
目

を
発
行

化粧板で覆われた筋かい

多機能トイレを新設

市
民
債
を
財
源
の
一
部
に

今
年
度
実
施
す
る
我
孫
子
第
三
小

学
校
と
白
山
中
学
校
の
工
事
の
財
源

に
充
て
る
た
め
、

「
オ
オ
パ
ン
あ
ぴ

こ
市
民
債
」
を
発
行
し
ま
す
。

「オ
オ
パ
ン
あ
ぴ
こ
市
民
債
」
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
市
内
の
法
人
・
団

体
を
対
象
に
、
市
が
発
行
す
る
住
民

参
加
型
ミ
ニ
市
場
公
募
債
で
す
。

事
業
小
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
造

事
業
(
我
孫
子
第
三
小
学
校
・
白
山

中
学
校
)

発
行
額

1
億
円

発
行
日
日
月
幻
日
開

利
率

9
月
の
市
場
金
利
を
参
考
に

決
定
し
、
広
報
叩
月
1
日
号
で
発
表

償
還
期
間

5
年
満
期
一
括
償
還

発
行
価
格
額
面
1
0
0
円
に
つ
き

1
0
0
円

購
入
額

1
人
あ
た
り
叩
万
円
か
ら

1
0
0
万
円

(叩
万
円
単
位
)

明るく清潔なトイレ

購
入
対
象
者
市
内
在
住
の
却
歳
以

上
の
個
人
と
市
内
に
本
支
庖
の
あ
る

法
人
や
団
体

応
募
方
法
広
報
叩
月
1
日
号
に
折

り
込
ま
れ
る
専
用
ハ
ガ
キ
ま
た
は
官

製
ハ
ガ
キ
で

募
集
期
間
叩
月
2
日
開
か
ら
叩
月

日
日
制
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
日

月
初
日
働
に
抽
選
)

取
扱
金
融
機
関

千
葉
銀
行
我
孫
子

支
庖
・
天
王
台
支
庖
・
湖
北
支
庖
・

印
西
支
庖

発
行
説
明
会

9
月
初
日
出

-m月

1
日
制
(
場
所
と
時
間
は
決
ま
り
次

第
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

※
「
オ
オ
パ
ン
あ
ぴ
こ
市
民
債
」
は
、

「社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
証
券
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

に
伴
い
、
今
回
は
証
券
が
発
行
さ
れ

ず
、
取
扱
金
融
機
関
の
振
替
口
座
簿

に
よ
り
管
理
さ
れ
ま
す
。

圃

財

政

担
五一一

・
内
線
2
2
3

我孫子行政サービスセンター 8月1日オープン
夜間(月・水・金)と土曜日も開所

市は8月1日側、我孫子行政サービスセ ※月・水・金曜 且

ンターを我孫子駅南口の複合施設「けやき 日の午後5時か
プラザJ1階に開設します。 ら8時までと土

開所日時 月・水・金曜日・・・午前9時から 曜日は、一部取

午後8筒、火・木・土曜日・・午前9時から り撮いできない

午後5時(日曜日、祝日、 12月29日から1 業務(他自治体

月3日は閉所) や本庁との連携

取扱業務住民票や印鑑証明書などの各種 が必要な業務)

証明書の発行、住所異動、戸籍、印鑑登録、 がありますので、事前にご確認ください。

国民健康保険、国民年金児童手当、乳幼 ※我弼子駅前行政連絡所は閉鎖となります。

児医療費、住民異動に伴う転校届けや入学 園 市民課・内線31?、我弼子行政サーピ

通知書の発行ほか スセンターft?185・1581(8月1日以降)

市の防災・防犯メール

....，~J 配信の経過と対応「偽メ

小
中
学
校
の
校
舎
の
耐
震
性
は

子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
直
結
し
、

ま
た
、
地
域
住
民
の
避
難
場
所
に

も
な
る
た
め
、
市
の
公
共
施
設
の

中
で
は
最
も
優
先
し
て
耐
震
工
事

市からの指示であるかのようにアドレ

スを偽造した外部からのメールにより

配信されたもので、個人情報O漏出は

ありませんでした。

ウイルスがおおむね特定された7月

4日夕方には、感染の可能性のあるパ
ソコン利用者689人に、ウイルス対

策についてのメールを配信しました。

7月10日現在、ウイルス感染の被

害の報告は寄せられていませんが、ご

迷惑をおかけしたことをお詫びします。

固広報室ft?185-1269 

7月1日出午前9時20分、市のメ

ーjレ配信サービスのうち、防災・防犯

情報の登録者2583人にウイルスが添

付された「偽メール」力怖のサーバー

から配信されました。

市は、午前9時42分に「偽メールJ
を聞かず削除するよう依頼するメール

を登録者に送信するとともに、サービ

スを一聞事止。セキュリティー強化を

行い安全性を確認したうえで、午後9

時50分にサービスを再開しました。

謂査の結果、今回の「偽メールJは、

住 み 慣れた地域で まち暮らせるして立自
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一
般
会
計

何
年
度

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

3
1
9
億
3
7
9
6
万
円
で
し
た
が
、

窒
際
の
収
入
は
3
2
0
億
4
5
6
1

万
円
、
支
出
は
3
0
1
億
4
0
6
4

万
円
に
な
り
ま
し
た。

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
四

億
4
9
7
万
円
の
、

2
り
、
8
億
3

0

6

6
万
円
は
侃
年
度
へ
の
繰
越
し
事

業
の
財
源
に
充
て
ら
れ
る
た
め
、
日

億
7
4
3
1
万
円
が
繰
越
金
と
し
て

侃
年
度
予
算
の
収
人
と
な
り
ま
す。

表
1
で
増
減
率
が
大
き
い
項
目
の

主
な
理
由
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

O
収
入

地
方
醸
与
税

(ぬ
・
0
%
増
)

国
の

「
三
位

一
体
の
改
革
」
で
、

老
人
保
護
措
置
費
負
担
金
や
特
別
保

育
事
業
補
助
金
な
ど
の
削
減
に
伴
、
っ

税
源
委
譲
(
暫
定
措
置
)
と
し
て
、

何
年
度
予
算
の
執
行
状
況
固

且 L九回、，

…一一内線~
水道局経営課

市
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が
納
め

た
税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
回
年
度
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-ー-

所
得
議
与
税
4
億
4
9
1
9
万
円
が

固
か
ら
譲
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
増
。

繰
入
金

(邸
・
6
%
減
)

ω年
度
は、

近
隣
セ
ン
タ
ー

「こ

も
れ
ぴ
」
の
建
設
や
古
利
根
沼
の
取

得
の
た
め、

財
政
調
整
基
金
な
ど
か

ら
財
源
を
繰
り
入
れ
た
が
、
何
年
度

は
繰
り
入
れ
が
少
な
か
っ
た
た
め
滅。

O
支
出

民
生
費

(6
・
2
%
増
)

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健、

介

護
保
険
の
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

が
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
と
、
生
活

保
護
費
や
児
童
手
当
の
受
給
者
が
増

加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
増
。

土
木
費

(日
・
8
%
減
)

川四
年
度
は
古
利
根
沼
を
取
得
し、

白
年
度
は
我
孫
子
駅
南
北
の
区
画
整

理
や
利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
整
備
の

費
用
な
ど
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
滅
。

※
表
1
の
但
杢
度
の
収
入

・
支
出
額

は、

前
年
と
の
比
較
の
た
め
、
国
の

減
税
策
で
減
額
と
な
っ
た
市
税
を
補

う
た
め
に
借
り
入
れ
た
減
税
補
て
ん

債
の
借
り
換
え
分
担
億
7
6
5
0
万

円
を
控
除
し
て
い
ま
す。

市
債
と
債
務
負
担

市
債
は
、
施
設
整
備
や
用
地
取
得

な
ど
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
財
務

省
や
公
営
企
業
金
融
公
庫
、
民
間
金

融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
借
金

で
す
。一

般
会
計
の
侃
年
度
末
の
市
債
残

高
は
、
2
6
9
億
2
1
2
4
万
円
で

す
。
市
民

一
人
あ
た
り
の
市
債
残
高

は
却
万

5
3

0
5
円
と
な
り
ま
す

(但
年
度
の
県
内
回
市
平
均
は
お
万

9
8
8
2
円)。

債
務
負
担
行
為
は、

工
期
が
数
年

に
わ
た
る
工
事
の

一
括
契
約
や
、
土

地
や
建
物
の
分
割
購
入
な
ど
将
来
に

わ
た
る
支
払
い
を
約
束
す
る
も
の
で
、

白
度
末
の
債
務
負
担
行
為
未
払
い
残

高
は
、
初
億
5
8
6
5
万
円
で
す
。

基

金

基
金
は、

特
定
の
目
的
の
た
め
に

資
金
を
積
み
立
て
、
運
用
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す。

何
年
度
末
現
在
の
積
立
額
は
、
表

2
の
と
お
り
で
す
。

V表2基金の05年度末残高

財政調整基金 15憶34∞万円社会福祉事業基金 2億1900万円
減債基金 5億4100万円緑の基金 1憶1600万円
市庁舎増築基金 1億9100万円スポーツ振興基金 1100万円

国際交流基金 4800万円清掃工場建設基金 5憶3400万円

ふるさと手賀沼ふれあい計画推進成因縁複線化整備基金 9800万円
基金 63∞万円めるへん文庫基金 8∞万円

※財政調整基金・年度聞の財濠の不均衡を調整するための積立金。
※滅債基金・-市債の返清のための積立金。

特
別
会
計

特
別
会
計
は、

特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
、一

般
会
計
と
区
別
し
て
経

理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
設
け
る

会
計
で
す

(
表
3
)
。

民生費

総務費

土木費

教育費

衛生費

公債費

消防費

議会費

船林産業費

商工費

合計

+3.6% 

-4.2% 

ー1.1叫
※支出額には翌年度への繰越事業の財翠を加算しています。

90傭0403万円
84億 7448万円
56億 9372万円

56億 2837万円
44億 0284万円
521猿2792万円
40億 2145万円
38傭 8287万円
28億 4073万円
30億 4017万円
25億 5304方円
26億 0503万円
15億 0978万円
14.7566 円

3億 6040万円
3億億 7226万円
3s!0483万円
3億 0252万円

2億億 8048万円
2f119275万円

309億 7130方円

313餓 0203万円

増減率

+6.2%司

-15.8% 

-6.6% 

ー2.0%

+2.3% 

-3.2% 

+0.8% 

特
別
会
計
の
市
債
残
高
は、

合
計

1
5
4
億
6
2
5
万
円
で
す
。

支出額
97億7982万円
75億7742万円
44億5414万円
32億1336万円

8382万円
1961万円
5510万円

251憶8327万円

V表3特別会計の状況

区 分 収入額
国民健康保険事業 98憶弱07万円
老人保健 75憶9916万円
介護保険 44憶9225万円
公共下水道事業 34憶7440万円
手賀沼浄化事業 1憶3221万円
土地区画整理事業 7241万円
公共用地取得事業 5510万円

合 計 257憶21印万円

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
は、

公
営
企
業
と
し
て

独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す。

ほ山
年
度
の
事
業
収
支
は
、
2
億
2

9
2
1
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た。

資
本
的
支
出
の
主
な
内
容
は、

新

木
野
、
布
佐
地
区
の
石
綿
セ
メ
ン
ト

管
の
布
設
替
え
工
事
と
企
業
債
の
返

済
な
ど
で
す

(
表
4
)
。

資
本
的
収
支
の
不
足
額
は、

減
価

償
却
費
な
ど
を
積
み
立
て
た
内
部
留

保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す。

水
道
企
業
債
の
年
度
末
残
高
は、

認
億
8
7
0
3
万
円
で
す
。

V表4水道事業会計の状況

。事業経営に係わる事業収支(税抜き)

水道事業収益 水道事業費用 差し引き

27億6832万円 25億3911万円 2億2921万円

。水道施設建設に係わる資本的収支

資本的収入 資本的支出 差し引き

3億8012万円 8憶2031万円一4億4019万円

あびこエコーフロジェクトEがスター卜
2010 (平成22)年度までに

電気鯨潟、公用車の使用E伴う温室
ガス排出量を5%削減

市の主な取り組み

温室効果万ス

ヌ%削減を目標{乙

般廃棄物の焼却E伴う温室期果ガス
排出量を8%削減『・v

|温劉果ガス総排出量を7%削減

※基準年は2004(平成16)年です。

「あ
び
こ
工
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
E
」
は
、
市
の
事
務
・
事
業
に

よ
り
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
目
標
と
し
た

「地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
直
、
市
職
員
が
環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
た
め
の

「率
先
行
副
計
画
」
、
市
民
や
事
業
者
が
環
境
に
や

さ
し
い
生
活
や
事
業
活
動
を
す
る
た
め
に
定
め
た

「市
民
・
事
業
者

へ
の
環
境
配
慮
指
針
」
の
普
及
の
3
つ
の
役
割
を
定
め
た
計
画
で
す
。

市
で
は、

第

一
次
率
先
行
動
計
画

(地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
)
に

よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の

抑
制
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

3
%
の
削
減
に
と
ど
ま
り
、
目
標
の

叩
%
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た。

そ
の
た
め
市
で
は、

新
た
な
目
標

を
設
定
し
た
第
二
次
計
画

「あ
ぴ
こ

エ
コ

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
E
」
を
策
定

し
、
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た。

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
は
、

市
民

や
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
生
活

や
事
業
活
動
の
中
で
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
は
「
市
民

・
事
業
者
へ
の
環
境

配
慮
指
針
」
を
積
極
的
に
普
及
す
る

こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
や
資
源
分
別

の
徹
底
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん

と

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標

第
一
次
計
画
が
目
標
と
し
て
い
た

叩
%
の
う
ち
3
%
の
削
減
を
達
成
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、

7
%
削
減
を
目

標
と
し
ま
す

(
上
図
)
。

期
間
2
0
0
6
年
度
か
ら
2
0
1

0
年
度

計
画
の
基
準
年
2
0
0
4
年
度

適
用
範
囲

市
が
直
接
実
施
す
る
事

務
や
事
業
で
、
市
庁
舎
で
の
事
務

・

事
業
、
廃
棄
物
処
理
、
水
道
事
業
、

市
立
学
校
、
市
立
保
育
園
な
ど
(
委

託
事
業
者
へ
は
協
力
を
要
請
)

結
果
の
公
表

各
牟
度
の
目
標
達
成

状
況
は、

広
報
あ
ぴ
こ
と
市
ホ
1
ム

ペ
l
ジ
で
公
表

※
「
あ
ぴ
こ
エ
コ

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

E
」
「
市
民

・
事
業
者
へ
の
環
境
配

慮
指
針
」
は
行
政
情
報
資
料
室
と
市

ホ
l
ム
ペ
l
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す。

圃

手
賀
沼
課

・
内
線
4
6
2

-エネルギー使用量の削減
昼休みの消灯、 残業時の不要部分の消灯、 パソコン非使用時の
電瀬オフ、冷房28'1:以上・暖房20'1:以下、工コルック(空調
機に頼らない服装)の推進

・節水の推進
トイレ・給湯室での節水の励行

・ごみの減量・リサイクルの擢進
印刷物やトイレットペーパーなどの再生紙利用、資料の両面印
刷・両面コピーの徹底資料配布時の封筒使用禁止、 マイコッ
プ・マイ箸の使用、資源分別の徹底、電子メーjレの活用

・自動車巴よる負荷の低減
公用車への低公害車の導入、ディーゼル車のバイオ燃料の採用、
アイドリングストップの実施、通勤時のノー力一デーの実施、
工コドライブの推進

・環境配慮型公共施設の整備
省エネルギー設備の導入、自然エネルギーの利用、解体時O濯l
産物の資源化・有効利用、雨水浸透ますなどの導入

・緑の損失など巴よる影響の低減
屋上緑化の推進、せん定枝木のチップ化・たい肥化など再利用

の推進
・環境教育の推進
環境に関する出前講座の開催、手賀沼を生かした環境学習の場
の提供、環境情報の提供

・環境関係補助事業の積極的なPR
補助金などの助成制度の周知

地球温暖化対策実行計画)(率先行動計画、

市役所の代表電話番号n7185-1111 
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市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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2
0
0
7
年
度
採
用
予
定
の

市
職
員
を
募
集

職
種
・
資
格
下
表
参
照

受
験
の
手
続
き

所
定
の
試
験
申
込

書

(
総
務
課
、
各
消
防
署
、
各
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
用
意
)
に、

無
帽
で
最
近
3
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
(
縦
必
醐

×
横
お
醐

)
を

貼
悦
し
総
務
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

※
試
験
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は、

A
4
判
の
返
信
用
封
筒
(
あ

て
先
を
明
記
し
1
2
0
円
切
手
を
貼

付
)
を
同
封
し、

外
封
筒
に
希
望
職

種
を
朱
書
き
の
上
総
務
課
へ
。

郵
送
先

一T
2
7
0
1
1
1
9
2
市

役
所
総
務
課
(
住
所
省
略
可
)

申
込
期
間

7
月
白
日
開
か
ら
8
月

日
日
働
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

(土

・
日
曜
日
を
除
く
)

※
郵
送
に
よ
る
試
験
の
申
し
込
み
は、

8
月
日
日
消
印
有
効
。

~ -.. ti 怠

国民健康保険証の更新

保険証は

7目下旬巴郵送

記
載
内
容
の
確
認
を

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
(
保
険
証
)
は、

7

月
白
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す。

新
し
い
保
険
証
は、

前
回
の
更
新

時
と
同
様
に

一
人
1
枚
の
カ
l
ド
で
、

7
月
末
ま
で
に
世
帯
主
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
。
届
き
次
第
使
え
ま
す
が
、

加
入
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

な
ど
に
誤
り
や
記
入
も
れ
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
証
が
届
か
な
い
と
き

第
一
次
試
験
日
・
場
所

側
、
我
孫
子
中
学
校

※
市
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
7
4π
2
u
一
¥
¥

9
月
口
日

受験資格

1961年4月2日以降に生まれた方

1971年4月2日以降生まれで、専
門課程修了の方、または2007年
3月31固までに修了見込みの方

V採用職種と受験資格

職 種 予定数

事 務 職 4人

2人
技術職

土木般

行

政

職

や
内
容
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
き
は、

国
保
年
金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

通
知
は
世
帯
主
に
送
付

1
1

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
通
知
は、

世
帯
主
あ
て
に
お
送
り
し
ま
す。

な
お
、
居
住
状
況
が
確
認
で
き
な

い
方
や
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

は、

住
所
な
ど
の
確
認
や
保
険
税
の

納
付
相
談
を
行
っ
た
う
え
で
お
渡
し

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す。

ま
た
、
特
別
の
理
由
な
く
保
険
税

を
納
め
て
い
な
い
場
合
は、

有
効
期

間
の
短
い
保
険
証
や
、
納
税
相
談
の

内
容
に
よ
り
資
格
証
明
書
を
発
行
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す。

修
学
の
た
め
、

別
の
住
所
制

}

定
め
る
と
き
(
マ
ル
学
)

一

修
学
の
た
め
住
民
票
を
他
の
市
町

村
に
移
空
場
合
(
マ
ル
学
)
は、

従

来
と
同
じ
よ
う
に
手
続
き
が
必
要
で

す。

ま
た
、
学
生
で
な
く
な
っ
た
と

き
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

圃

国
保
年
金
課

・
内
線
3
2
4

圃:;.~ 

総¥;
務で A

課 も 正

内案三
線内0-
2 し::;::
3 て 話
2 It、ゐ

ま::;
す 0"
。 釦

1971年4月2日以降生まれで、1
級建築士の免許を有する方、また
は2007年3月31日までに免許取
得見込みの方

1人

技術職

建築

(ー蹟建築士)

1976年4月2日以降生まれで、社
会福祉士の資格を有する方、また
は2007年3月31日までに資格取
得見込みの方

1981年4月2日以降に生まれた方

1人

消防 士
2人

(救急救命士を含む)

福祉総合職

(社会福祉士)

政治活動用

ポスターの

掲示禁止期間

我
孫
子
市
長
の
任
期
満
了
(
任
期

は
2
0
0
7
年
1
月
M
日
)
に
伴
い
、

2
0
0
6
年
7
月
担
日
か
ら
公
職
選

挙
法
第
1
4
3条
第
時
項
と
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
、
選
挙
区
内
へ
の
当

該
選
挙
に
係
る
公
職
の
候
補
者
等
も

し
く
は
後
援
団
体
の
政
治
活
動
用
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
が

一
切
禁
じ
ら
れ
ま

す。※
「
公
職
の
候
補
者
等
」
に
は
公
職

の
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
方
も
含

み
ま
す。

圃

選
挙
管
理
委
員
会

・
内
線
3
4

5
 

高齢受給者証と老人医療受給者証の更新・変更
高齢受給者または老人医療制度の適用を受けている方は、8月が定期更新となります。

今回の更新は、10月1日から70歳以上の現役並み所得者の自己負担割合が変更にな

るため、9月30日までの暫定措置となります。

高齢受給者証は、今回の更新より力一ド様式に変わり7月下旬に新しい受給者証を郵

送します。

老人医療受給者証は、負担割合の変更があった方のみ郵送しますので、変更のない

方は引き続き現在の受給者証をお使いください。

なお、税務署や市役所課税諜に申告していない方は、所得申告が必要になる場合が

あります。

※2割負担になる方は、70歳以上の方または老人医療対象者で、各種控除後の諜帯断

得が145万円以上の方、およひ胃じ世帯の70歳以上の方または老人医療該当者です。

なお、世帯の該当者の年収の合計が520万円未満(該当者が1人の世帯は、383万円未

満)の場合は、市の各担当課窓口に申請すると1割負担になります。

国 国保年金諜ft7185・1795、介護支援諜・内線414

市
民
活
動
団
体
や
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
で

あ
び
こ
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

市
民
活
動
団
体
や
市
民
活
動
を
行

っ
て
い
る
方
で
構
成
す
る

「あ
ぴ
こ

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
7

月
1
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
は
、

市
民
活
動

団
体
が
相
互
に
情
報
交
換
と
究
流
な

ど
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
活
動

や
市
民
事
業
の
充
実
発
展
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す。

活
動
は、

市
民
活
動
や
市
民
事
業

へ
の
支
援
、
あ
ぴ
こ
市
民
活
動
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
拠
点
に
市
民
活
動
や
市

民
事
業
を
支
援
す
る
(
仮
称
)
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
の
運
営
へ
の

参
画
、
そ
の
他
会
員
が
行
う
事
業
の

支
援
で
す
。

な
お、

「あ
ぴ
こ
市
民
活
動
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
で
は、

団
体
と
個
人
会

員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す。

圃

あ
ぴ
こ
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表

・
栗
原
告
7
1
6
9
・
9
6

マ'
つ
』

入
院
時
の
負
担
を
軽
減

該
当
す
る
方
は
減
額
認
定
証
の
申
請
を

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
入
院

し
た
場
合
、
治
療
費
と
は
別
に
食
事

代
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
方
は、

申

請
に
よ
り
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す。

ま
た
、
老
人
医
療
を
受
給
し
て
い

る
方
と
初
歳
以
上
の
高
齢
受
給
者
は、

食
事
代
に
加
え
て
入
院
時
の

一
部
負

担
金
も
軽
減
さ
れ
ま
す。

明
開

1
司

司

司

司

の

ど
ち
ら
も
減
額
認
霊
が
必

割

問

別

州

問

問

績

要
で
す
。
該
当
す
る
方
は
国
保

負

負

食

食

食

食

糠

己

年
金
課
(
老
人
医
療
A
エ
給
者
は

自

院

受

世

が

副

ん

介
護
支
譲
)
へ
申
請
し
て
く

代

市

川

似

鞘

町

議

し

だ
さ
い
。
妻
、
現
在
減
額
認

鱒

者

胤
…
川
崎
骨
髄
一
沼
町

駅

制

定
証
を
お
持
ち
の
方
は、

7
月

の

象

日

ま

目

医

証

員

の

食

に

白
日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
神

対

刑

制

相

似

儲

鮭

明

一判
明
川

R

-

税

制

相

等

院

給

該
当
す
る
場
合
は
再
度
申
請
を

入

民

課

帯

入

支

お
願
い
し
ま
す。

V

市

非

世

※

ま
た
、
減
額
認
定
中
の
入
院
日
数

が

ω日
を
超
え
た
場
合
に
は、

食
事

代
の
負
担
は
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す。

入
院
期
聞
が
わ
か
る
領
収
書
な
ど
を

持
参
の
う
え
、
再
度
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

圃

国
保
年
金
課
・
内
線
3
2
4
、

介
護
支
援
謀
・
内
線
4
1
4

ハローワークプラザ柏がオープン7月から国民年金保険料の

免除制度が変わりました
。ハローワークプラザ相

所在地柏市相2の5の7(住友生命柏ピ

ル3階)ft7166-8613 

業務内容求人情報などの提供、職業相談、

職業紹介

業務日 ・時間 月曜日から金曜日(祝日、

年末年始をのぞく)、午前9時から午後5
閏30分

※駐車場はありませんので、来庁の際は公

共突通機関をご利用ください。

固ハローワーク松戸ft047-367・8609

相ワークプラザ(柏パートパンク)、相

市高年齢者職業相談室、能力開発・就業支

援相談室は、7月28日で閉庁します。

8月1日からは、新たに 「ハローワーク

プラサ袖Jとしてスター卜します。

この施設では、求人情報提供用のパソコ

ンを30台設置し、タイムリーな求人情報の

提供を行うほか職業相談の窓口も増設され

ます。

なお、7月31日は、移転の準情などのた

め閉庁します。

国民年金の保険料は、月額1万3860円ですが、経済的理由などで納付が

困難な場合は、全額または半額が免除される制度(前年の所得基準が一定の

基準以下であることが条件)があります。

7月からは、この制度のほかに所得水準に応じた一部免除制度が加わりま

した。この制度の利用は、本人、配偶者、世帯主の前年所得がそれぞれ一定

の基準以下であることが条件になります。詳しい内容は、国保年金謀年金担

当へお問い合わせください。

。一部納付の場合の月々 の保険料

全額免除…O円、半額免除..6930円

※4分の1納付..3470円、4分の3納付..1万400円(2006年7月から施行)

固 国保年金課・内線326

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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ワ
月
時
日
か
ら
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昨
年
ロ
月
、
手
習
沼
に
面
す
る
貴

重
な
緑
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
全

す
る
た
め
購
入
し
た
、
嘉
納
治
五
郎

別
荘
跡
地
を
7
月
日
日
か
ら
開
放
し

ま
す
。ま

た
、
跡
地
に
立
地
す
る
建
物
は
、

「
(
仮
称
)
手
賀
沼
文
化
拠
点
整
備

計
画
」
で
の
活
用
が
決
ま
る
ま
で
、

次
の
と
お
り
暫
定
利
用
を
開
始
し
ま

す。利
用
日
時
年
末
年
始
(
ロ
月
お
日

か
ら
1
月
3
日
)
を
除
く
午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時

建
物
の
利
用
午
前
9
時
か
ら
午
後

O
時
初
分
、
午
後
1
時
か
ら
4
時
初

分

~ 

1
階
洋
室
却
人
、

利
用
施
設
内
容

1
階
和
室
お
人

※
建
物
利
用
は
、

1
階
だ
け
と
な
り

ま
す
。常磐線 天王台+

国道356号

手賞沼

(我孫子駅からアビスタ経由で徒歩約10分)

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車

で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

建
物
を
利
用
で
き
る
方

市
民
団
体
(
非
営
利
団
体
)
に
限

り
ま
す
。

※
建
物
を
利
用
す
る
に
は
、
初
回
の

利
用
申
し
込
み
時
に
、
団
体
登
録
が

必
要
で
す
。

建
物
利
用
申
し
込
み

0
7月
包
日
か
ら
叩
月
担
固
ま
で
の

申
し
込
み
・
:
7
月
幻
日
午
前
9
時
か

ら
日
時
ま
で
、
電
話
か
直
接
施
設
で

受
付
(
申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合

は
抽
選
)
。

。
日
月
1
日
以
降
の
申
し
込
み
・
・
・
利

用
予
定
日
の
3
カ
月
前
の
同
日
午
前

9
時
初
分
か
ら
日
時
ま
で
受
付
(
申

し
込
み
が
重
視
し
た
場
合
は
抽
選
)
。

予
約
受
付
嘉
納
治
五
郎
別
荘
跡
地

管
理
事
務
所
宮
7
1
8
4
・
0
3
6

9
 

圃

都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
4

怠

あ
な
た
の
平
和
の
願
い
を
折
り
鶴
に
!

被
爆
引
周
年
「
平
和
祈
念
の
折
り
鶴
」
寄
贈
の
お
願
い

第 1169号

市
で
は
毎
年
8
月
に
、
我
孫
子
市

原
爆
被
爆
者
の
会
と
の
共
催
で
「
平

和
祈
念
式
典
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
昨
年
の
「
被
爆

ω周
年
記
念
・

折
り
鶴
づ
く
り
運
動
」
に
は
個
人
、

グ
ル
ー
プ
、
学
校
、
福
祉
団
体
な
ど

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、
心
の
こ
も
っ

た
約
3
万
5
0
0
0
羽
の
折
り
鶴
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
折
り
鶴
は
、
原
爆
写
真
展
や

平
和
祈
念
式
典
、
市
の
戦
後

ω周
年

平
和
記
念
行
事
な
ど
で
展
示
・
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
ち
、
広
島
市

の
「
原
爆
の
子
の
像
」
に
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
、
昨
年
に
つ
づ
き
市
民
の

皆
さ
ん
の
平
和
へ
の
願
い
を
集
め
た

「
折
り
鶴
づ
く
り
運
動
」
へ
の
ご
協

力
(
寄
贈
)
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
(
寄
贈
)
い
た
だ
い
た

「
折
り
鶴
」
は
、
ア
ピ
ス
タ
で
の
原

爆
写
真
展

(
8
月
5
日
か
ら
げ
日
)

や
平
和
祈
念
式
典

(
8
月
日
日
)
の

会
場
と
な
る
「
平
和
の
記
念
碑
」

(
手
賀
沼
公
圏
内
)
の
飾
り
な
ど
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
ち
、
広

島
市
の
「
原
爆
の
子
の
像
」
や
、
市

内
福
祉
施
設
、
平
和
祈
念
行
事
な
ど

に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
記
の
施
設
に
ご
提
供
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
次
の
要
領
で

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(
数
量
が
多
い
場
合
は
、
生
活
支
援

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
)

「
折
り
鶴
」
の
提
供
期
問

。
7
月
日
日
側
か
ら
7
月
担
日
開

「
折
り
鶴
」
の
作
成
要
領

。
「
折
り
鶴
」
は
パ
ラ
で
は
な
く
、

広
げ
ず
に
長
さ
1
m
程
度
の
単
位
に

ま
と
め
、
ヒ
モ
(
脈
が
な
ど
丈
夫
な

も
の
)
を
通
し
、
さ
ら
に
フ
ッ
ク
に

吊
る
す
た
め
の
輸
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。
(
数
本
に
な
る
場
合
は
そ
れ
を

束
ね
、
同
様
に
輸
を
作
っ
て
く
だ
さ

我孫子市平和事業

企画運営委員会委員を募集

「旧村川別荘
ガイドさんJを

募集

い
)

@
使
用
す
る
折
り
紙
は
、
色
紙
・
広

告
紙
な
ど
を
聞
い
ま
せ
ん
。
(
お
お

む
ね
1
辺
が

m
mか
ら
日
仰
の
用
紙

〈
標
準
)
)

「
折
り
鶴
」
の
提
供

コ
ー
ナ
ー
設
置
施
設

市
役
所
(
生
活
支
援
謀
、
市
民
課

前
)
、
発
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
布
佐
・
湖
北
・
湖
北
台
・
天
王

我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会
と
我

孫
子
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
所
有

の
文
化
遺
産
で
あ
る
旧
村
川
別
荘
に

つ
い
て
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
旧
村
川
別
荘
に
つ
い
て
説

明
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
旧
村
川
別

荘
ガ
イ
ド
さ
ん
」
の
候
補
と
な
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
我
孫
子
の
歴
史
や
旧
村
川
別

荘
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
、
若
干
名

E 
旧村川別荘(寿2丁目)は、東京帝国大

学教授で歴史学者の村JII錨が大正6年に
建てた別荘です。村川堅固は、旧制第5

高等学根在学中に嘉納泊五郎(教育者・柔

道の始祖)と親突を結んでいます。

昨年市カ噸得した嘉納泊五郎別荘跡

地は、明治44年に嘉納が設けたもので、

嘉納が村川堅固が我孫子に別荘を設ける

きっかけとなったと考えられています。

台
・
つ
く
し
野
)
、
各
近
隣
セ
ン
タ

ー
(
布
佐
南
・
新
木
・
湖
北
台
・
天

王
台
北
・
こ
も
れ
ぴ
・
久
寺
家
・
根

戸
)
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
つ
つ

じ
荘
)
、
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
ア
ピ
ス
夕
、

湖
北
地
区
公
民
館
、
図
書
館
(
湖
北

台
・
布
佐
)

圃
生
活
支
援
課
・
内
線
3
7
7

市では、 2006年度平和事業の企画・運営

を行なう委員会の委員を募集します。

あなたの意見を我諌子の平和事業に生か

して見ませんか。

応募資格 市内在住・在勤・在学の方(他

の審議会などの委員に委嘱されている方は

ご遠慮ください)

募集人員 6人(戦後60周年記念平和事業

運営委員会委員を経験された方は3人以内)
※応募者多数の場合は、レポート審査で決

定します。

任期 2006年度我頚子市平和事業終了まで

応募方法 平和事業についての意見やアイ

デア、提言などを800字程度のレポートに

まとめ、住所、氏名、年齢、電話番号、市

外にお住まいの方は勤務先または学校名を

明記し、 7月31日必着で〒270-1192市役

所企画調整担当(住所省略可)ヘ郵送また

は持参

因企画調整担当・内線233

※
旧
村
川
別
荘
に
つ
い
て
学
習
を
す

る
機
会
を
設
け
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
方
も
歓
迎
で
す
。
ご
応
募
い
た
だ

い
た
方
に
は
、

8
月
初
旬
に
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

(
8
月
中
旬
Z
Z
A
)

の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

活
動
日
時
水
曜
日
か
ら
日
曜
日
、

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

活
動
日

1
回
半
日
単
位

(
週
に

1
回
以
上
)

応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、

7
月
白
日

必
着
で
一
T
2
7
O
l
l
l
6

6
我
孫
子
1
6
8
4
教
育
委

員
会
文
化
課
へ
郵
送
ま
た
は

持
参

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮

7
1
8
5
・
1
5
8
3

麻
し
ん

・
風
し
ん
の

予
防
接
種
が

2
回
に

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
、

ω年
4
月
1
日
か
ら
2
回
接

種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者

I
期
・
:
生
後
ロ
月
か
ら
M

月
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1
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ま
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の
方
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5
歳
1
7
歳
未
満
、

た
だ
し
小
学
校
就
学
前
の
1
年
前
)

※
E
期
対
象
者
に
は
、
麻
し
ん
風
し

ん
混
合

(
M
R
)
E期
予
防
接
種
予

診
票
を
送
付
し
ま
し
た
。

※
麻
し
ん
風
し
ん
に
か
か
っ
た
方
は
、

混
合
の
予
防
接
種
を
受
け
る
必
要
は

あ
灼
ま
せ
ん
が
、
麻
し
ん
風
し
ん
の

い
ず
れ
か
、
か
か
っ
て
い
な
い
ほ
う

の
予
防
接
種
を
単
独
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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保
健
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ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・

1
1
2
6
 

8月1日から受け付け児童扶養手当・現況届をお忘れなく敬老祝い金を贈呈

「児童扶養手当Jの認定を受けている方は、 措参 現況届、児童扶養手当証書、印鑑

毎年8月に現況届を提出することになってい 2006年1月2日以降に転入された方は2006

ます。 年度の所得証明書(前住所地の市区町村で発

対象の世帯には7月末日までに届け蓄を郵 行)、そ州自の必要書類

送しますので、期限内に必ず提出してください。※所得が未申告の方は、受け付けできません

届け出がないと、 8月分以降の手当が受け ので必ず申告をしてください。

られません。また、 2年間届け出がないと、 @認定事項巴変更があっ定場合let、すぐ届け出を
手当を受ける権利カでなくなります。 婚姻などで受給資格がなくなった、住所が

日時 8月1日開から31日開午前8時30分 変わったなど、認定事項に変更があった場合

から午後5閏(土・日曜日を除く) は、速やかに届け出てください。また、手当

蝿所保育課(市御細別館3階) の認定請求をしていない母子家庭などの方は、

※郵送、各行政サービスセンターでは、受け 要件がありますのでご相談ください。

付けできませんのでご注意ください。 固保育課・内線347

O100歳の方(明治39年1月1日か

ら明治39年12月31日までに生まれた

方)…5万円

O105歳の方(明治34年1月1日か

ら明治34年12月31日までに生まれた
方)…5万円

方法 9月中旬に指定口座ヘ振り込み
申し込み 対象者に必要書類を7月

14日に郵送しましたので、 8月1日

必着でおE送ください
※対象者で書類が届かない方は、ご連

絡ください。

固介護支捷泉・内線413

市では、高齢者の長寿を祝い、 9月

に祝金をお贈りします。

対象 9月1日現在で市内に引き続き

5力月以上居住し、次に該当する方

rtJ77歳の方(昭和4年1月1日から

昭和4年12月31日までに生まれた

方)…1万円

rtJ88歳の方(大正7年1月1日から

大正7年12月31日までに生まれた

方)…2万円
rtJ99歳の方(明治40年1月1日から

明治40年12月31日までに生まれた

方)…3万円

市役所の代表電話番号n7185-1111 市のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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けψきフラザ・我孫子南近隣むシター
開館記念イベン l卜

市と県の複合施設 「けやきプラザjの開館記念イベントを8月1日から6日(下表参照)まで開催します。また、市の施設である f我孫子南近隣セ

ンターjの開館記念イベントは、 8月19日・20日(下表参照)の両目、我孫子商まちづくり協誠会の主催で開催します。 子どもから大人まで楽しめる

イベントが盛りだくさんです。ご家旗でご来場ください。

;我採予商近隣センター図川1・D
発衰の部

催 悶し嗣名苦闘|1割出問演
悶揖l岡田圃l

催 し 名 出 演
午前の部 (10時から) 午前の部 (10時から)

記念セレモニー トーンチャイム オリーブ
和太鼓 我孫子河童太lt 手話ソング 手話ソングあい
合唱 我高子第一小学校 女性コーラス Bella Notte 
詩舞 徳山流吟道会 児童合唱団 リトルキャッツ
ジャズダンス POW回PLANT モダンバレエ Tダンスサークル
キーボード演奏 みらくる(昧来) リズム歌謡 敬語スタジオ愛
中高年健康体操 桐山安子 湖Iなめとこ山の帳l劇団わかt!
午後の部(13時30分から) 日本舞踊 香縁の会
日本舞踊 ドリームBox 午後の部 (13時30分から)
郷土芸能笑福踊り おても座

タンゴ・バンド演奏
護軍子アルゼンチン

剣舞・詩吟 詩吟国神会 わコ羽蛤
語。)(等の伴奏) 泰和の会 歎(アカペラ) レインポー
大正琴 しもづき会 タンス10ォーマンス SPARKL-KIZ 
鳴子踊り せんなり会 コーラス 7ンサン1)~7ローう

大正琴 琴友会 マンドリン チャオマンドリーノ
居合道夢想神伝流 雄山会 1iJ.. ('ltJ..'・b1*，力 コシュカ
ギヲーアンサンブル アルマ・デ・ギ宮ーう コカリナ 1方リナHJレmt
語りとスライド ことうた塵ことね会 吹奏楽 我蕗子中学校

夜の部 (18時から) 夜の部 (18時から)
ハワイアン演奏 レイ・パラダイス プアフラサーヲJレ

宮*フラダンス フラダンス ?口ハ ・ ?ビI-)~

フラダンス 値目リコ7うA;ジオ メケアロハ
1¥材リ7う・1¥うウ ハワイアンバンド トロピカルフルーツ

「けやきプラザJって何?
「けやきプラザJは、地上12階、地下1階。我孫子町南口

に8月1日側開館します。

市の施設として「我孫子行政サービスセンターJrあぴこ市民
活動ステーションJr我課子南近隣センターJrレストランJ。
県の施設として「千葉県福祉ふれあいプラザ(介護実習センタ

ー・介護予防トレーニングセンター・ふれあいホール・ギャラリ

ー)J r千葉県東葛飾障害者相談センターJr福祉ショνプS軽
喫茶ぽlまらJなどがある多くの機能を持った複合服です。

-和幸需烹濁甥冨沼万別.

日時 ・場所 8月1日側午後1時から3時30分、けやきプ
ラザふれあいホール(入場無料)

内容 テーマ「これからの福祉社会を考えるJ'"安心で健や
かな暮らしのために~

@基調講演磯部文雄さん(厚生労働省老健局長)…午後1

時から1時45分
@パネルディス力ッシヨツ…午後1閏45分から3時30分
パネリスト 稲次潤子さん(医療法人社団正閏会パークサイ

ドクリこりク院長医学博士)、斉藤和子さん(群馬パース

大学教授)、千葉県健康福祉部高齢者福祉課長、福嶋市長

コーディネータ一 一番ヶ瀬康子さん(佃長寿社会文化協会

会長、日本女子大学名督教授)

定員当日先着551人
主催 けやきプラザオープニングイペン卜実行委員会

園福祉ふれあいプラサ!n7165・2881 展示の部
国J~川園周1 目。回目園田]

展示作品 展示団体 展示作品 展示団体

写真手賀沼の四季
遊霧庵 俳句 若薬会
光画会 竹細工・弓型万力 吉田誠

写真手貨の四季等 管豪浄 生け花 南地区生け花会
手函沼トラスト紹介 手画沼トラスト 命のカルタ 護軍子第四IJI学級

和紙絵画
日本和紙緬芸術

朗授の会の紹介 我高子朗授の会
協会獅子献部

押し花(額入り) 花てまり
ふれあい弁当の ふれあい弁
会の活動 当の会

油絵燈き 川上総失
フzニック・フ

アトリ工May
オークアート

和紙ちぎり絵よろこび 海老原聡子 手作り犬履きもの 77イン・シルウ
和紙ちぎり絵水時 中島良子 手工芸あこがれ 石塚千代

シャドーポ1'J凋輔4 近康明美 Dex>'Jレイクう7卜等 山県シゲミほか
書道 南地区書道会 暮らしのうつわ 陶工房(食季)

パンフラワーアレ カルチャー
ンジメントほか オレンジ

地場アート展
日時・蝿所 8月1日閃から6日(日)午前10時から午後6
時、ギャラリー1・2
内容東葛地域を代表する 10人の作家が出品
※作者の有名無名を問わず、この地域ならではのテーマ

や制作動機をもった作品を紹介します。

福祉のお后
日時・蝿所 8月1日側午前10時から午後3時、工ントランス
出展施設 けやき社会センター、むつぽし、みずき、かっ

ぱの家、にじ、おおばん、 i工房

えっ!我孫子で国際映画祭!?
日時・場所 8月4日樹午後2時、ふれあいホール

内容 10月に行われる、「東葛国際映画祭のプレイぺン卜J
として、家族で楽しめる映画を上映

けやき~ラザ図マl[;Fj・2881

催閉し園町名開聞 咽~唖亘F=(j，園周
出演 時間

よさこい踊り
9: 40 

テープカット
オープンセレモニー よさこい柏紅塾、沼南よさ

こいゴチャ連、あぴここど
10 :30 も劇場あすか組、風渡

よさこい踊り
11 : 10 

開館記念シンポジウム 右中央囲み参照 13 :00 

柏市文化連盟邦楽部門
(和の集い)、柏市日本舞 16 :∞ 

邦楽・民舞踊
踊連盟、浅草追分、我孫
子市吟詠連盟、我孫子市 18: 30 
日本舞踊協会、我孫子市 襲了予定

芸術舞踊協会

閉同困層間湖国最=喧棚田

なぎなた演舞
わだ幼稚園

10 :∞ 我孫子市なぎなた連盟

車いすレクダンス NPO車いすレクダンス
10: 45 

演技発表 普及会松戸支部

チアリーディング
中央学院大学応援部チア 11 : 30 
リーディングクラブ

ニューダンス 聖徳大学ダンス部 12 :∞ 
東葛スポーツフェスティパル(ニュースポーツほか)

卓球であそぼう 柏市スポーツ少年団 13 :∞ 
バドミントン交流会 我孫子市シニアクフブ 14 :∞ 

スピードポールを楽しむ会 15:00 
スピードボール (あらき圏、我孫子市身体

障害者福祉センター) 16 :∞ 
ショー卜テニス

16:00 
我孫子市体育協会、レク

エアカーリング
レーションクラブ 17 :∞ ボッチャほか

襲了予定

国国 園 冒 覇唇冊目宮回国間
和太蔵演舞 呼魂太顛 10:00 

幼児・児童による
ジュニアバレ工・スワン 11 :00 

バレ工

ブフスパンド演奏 中央学院大学吹奏楽団 13:00 
ストリー卜ダンス y.O・DANCESTUDIO 13: 30 

音楽通心ネットワーク、我 15:∞ 
孫子アコーテsイオンクラブ、

軽音楽・ピアノ演奏 アルゼンチンタンゴバンド 18:∞ 
(工ル・ヴィエン卜楽団)、 襲了予定
レイ・パラダイス

市
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者
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暮
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D
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D
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し
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居
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は
同
居
予
定
の
親
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が
あ
る
方

※
単
身
者
は
、
条
件
(
年
齢
が

ω

歳
以
上
ほ
か
)
に
よ
り
入
居
可
能
。

入
居
資
格
収
入
基
準
(
月
額
)

。
一
般
世
帯

:-m万
円
以
下

。
高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育
て
世

帯
な
ど
・
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・
mm
万
8
0
0
0
円
以
下

申
し
込
み
期
限

7
月
初
日
同

入
居
可
能
回
目
月
1
日
側

※
申
込
書
の
配
布
と
受
け
付
け
、

必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
住
宅

課
・
内
線
5
7
0
へ

夏休みわくわくドキドキ
手作りおもちゃをつくってあそぼう

日時 8月1日側午前 11聞から正午、午後2聞から3時

8月3日開午前 11聞から正午、午後2時から3時
蝿所 1階工作室

講師鎌田繁さん(工作ランド職員)

{同時開催]

「認知症を子どもにつたえるツーjレJ入選作品の展示発表

内容子どもの部…絵、作文ほか

一般の部…かるた、川柳ほか

蝿所 1階体験コーナー

脳の健康教室デモンストレーション
日時 8月1日開午前 11時

蝿所 5階トレーニングルーム

講師 くもん学習療法センター職員

けゆきプラザオーフニシヴ公演 | 

「フィ河口の結瞳J(モ-'Y1'/L卜蛾uo年齢:)
日時・場所 8月6日間午後1時30分開場、午後2時
開演、けやきプラザふれあいホール

出演 千葉芳裕さん(指揮)、大久保光哉さん・渡遁

真弓さん-宮部小牧さん-金子亮平さん-堀江見悟さ

ん・児玉洋介さんほか(ソリスト)、あぴこオペラ合

唱団、モーツアルト記念合唱団

入場料全席自由2000円(当日券2500円)
入場券販売所 ミリオン楽器、荒井書居、東京事務器、

写真のおちあい、あぴこ声楽家協会

※前日 (5日午後2時から)本公演のゲネプ口(本番

同様の舞台翫)に、市内の中学生、高校生をご招待

します。ご希望の方は文化課までご連絡ください。

固公演…出沼n7183・3637、ゲネプ口の申し込み

…教育委員会文化課n7185・1601

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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※トイレはありません

※駐車場はありません。車でのご来場は、ご
遠慮ください。

※雨天中止の場合は、当日の午後5聞からテ
レホンサービス00180・993・173でお知らせ
します。

真夏の一夜、ホタルと、虫たちの声を

楽しんでみませんか。
日時 8月6日間午後7時から8時30分、
東我孫子駅南側広場午後7時集合
場所岡発戸・都部の谷津

定員先着50人(小学生以下は保護者同
伴。中学生は、申し込み聞に保護者名と

連絡先をお知らせください)

参加費無料
措参懐中電灯、タオル

服装長袖・長ズボン、汚れてもいい靴

申し込み・固電話で7月18日閃から手
賀沼諜・内線568ヘ

て• 
乳幼児の親子が

楽しく過ごぜる場を!

だん• あん

「
あ
ん
・
だ
ん
・
て
」
は
今
年

3
月
四
日
に
市
内
で
却
番
目
の
N

P
O
法
人
と
し
て
千
葉
県
か
ら
認

証
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
、
子
ど
も
(
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
幼
稚
園
入
国
前
)
と
お
母
さ
ん
を

対
象
に
、
「
キ
ツ
ズ
ク
ラ
ブ
あ
っ
ぷ

る
」
(
会
費
制
月
3
回、

1
9
9
5

年
か
ら
活
動
開
始
)
や
「
マ
マ
古
キ

ツ
ズ
」
(
会
費
無
料
不
定
期、

2
0

0
5
年
か
ら
活
動
開
始
)
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
活

動
も
親
子
一
緒
の
参
加
で
、
指
導
者

と
楽
し
く
遊
ぴ
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
べ
る
内
容
で
す
。

「夏の谷津の生物たち」を
観察してみませんか

回
V昨年の観察会の横手

り網(あれば)

申し込み・固 電話で手賀沼諜・内線465

岡発戸・都部の谷津には、いまも多様

な自然環境が残っています。夏の生物た

ちを観察しませんか。

日時 7月22日出午前9時30分から正
午、 9時30分中央学院高校正面玄関前集
合(雨天の場合、中央学院高校内で、昆

虫についての学習)

蝿所岡発戸・都部の谷津

案内人 秋山信さん(中央学院高校教

諭)、同校生物部員

定員先着一般15入、小中学生25人
参加費無料

措参 jレーペ(虫眼鏡)、虫かご、虫捕

「
私
た
ち
の
活
動
は
、
親
子
が

楽
し
く
過
ご
せ
る
場
と
遊
び
の
き

っ
か
け
作
り
を
す
る
と
共
に
、
指

導
者
の
育
成
を
行
う
、
と
い
っ
た

両
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。
指
導
者

は
子
育
て
が
一
段
落
し
た
(
多
く

が
幼
稚
園
や
小
学
校
の
子
ど
も
を

持
つ
)
女
性
で
す
。
そ
の
子
育
て

の
経
験
を
活
か
し
。
や
り
が
い
。

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
』
と

田
中
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
活
動
会
場
は
我
孫
子
駅

南
口
地
区
と
天
王
台
駅
南
口
地
区

で
す
。

「
あ
ん
・
だ
ん
・
て
」
で

は
、
希
望
さ
れ
る
親
子
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
指
導
者
と
し
て
活
動
を
支

え
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

圃
田
中
宮
7
1
8
6
・
1
9
1

9
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
7
2℃一
¥
¥若
者

宅
・

8
1
0切切・
8
5

小
・
中
学
生
の
だ
め
の
N
P
O
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
希
望
者
を
募
集

小
中
学
生
が
気
軽
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
が
で
き
る
よ
う
、
小
・
中
学

生
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
市
民
活
動

団
体
や
施
設
の
情
報
を
ま
と
め
た
情

報
誌
「
や
っ
て
み
よ
う
!
N
P
0
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

で
活
動
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

受
入
期
間

7
月
下
旬
か
ら
2
0
0

7
年
3
月
末

受
入
団
体
市
内
で
活
動
す
る
犯
の

市
民
団
体
や
施
設
(
福
祉
施
設
や
図

書
館
な
ど
)

対
象
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中

学
生

(小
学
校
1
・
2
年
生
は
保
護

者
同
伴
)

目

参
加
費
無
料

※
各
団
体
や
施
設
の
詳
し
い
紹
介
や

体
験
内
容
は
情
報
誌
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。

※
情
報
誌
は
市
役
所
、
ア
ビ
ス
夕
、

各
近
隣
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
市
内
小
中
学
校
に
も

配
布
し
ま
す
。

※
団
体
情
報
は
市
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
や

「
あ
ぴ
つ
子
ネ
ッ
ト
」
宮
号
、
¥若

者
君
。
・
o
n
pロ0
・号
¥
ぷ

σ停
W
O¥

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
受
入
団
体
や
施
設
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
情
報

誌
ま
た
は
ホ
1
ム
ペ

1
ジ
を
参
照
。

圃
市
民
活
動
支
援
課
宮
7
1
8
5

.
1
4
6
7
 

。自転車の安全手聞の推進
自転車のjレールとマナーを守り、信号無

視、二人乗りや無灯火などの危険な乗車は
やめましょう。

圃我孫子警察署斐通~107182・0110、

市役所市民安全室-内線486

~ 

ちびっ2
交温ー金大会忠実 冨

日時 7月23日(日)午前10時間演
場所市民会館(入場無料)

内容 突通安全のお話、腹話術、突通

安全劇「犬のおまわりさんと横断歩

道J(写真)、歌のお姉さんショー

(劇団ピッカリ座)

※公演終了後に、ミ、ソフィーの下敷き

や貯金箱などのプレゼン卜があります。
定員先着1000人
主催 我孫子警察署、我孫子突通安全

協会、我孫子市

申し込み 不要(当日会場ヘ)

圃市民安全室・内線486

~O) 
交通安全運動
7月20日から 31日まで
@蝕遁運転やスピードの出し過ぎ怠ど悪
質・危険怠運抵の防止
運転者の「飲まないJ意志と周囲が
「飲ませないJ，j)配りで、飲酒運転の追
放とスピードの出し過ぎや信号無視など

の悪質・危険な運転の排除を推進。

。予どもと高齢者の交通事畝防止
子どもの外出機会が増える夏休みや突

通事故の多い高齢者に対し、運転者など

が一層の安全運転を。

~ 

ご注意n
abiコ

⑬努〉
8月から10月は特|こ攻撃的lこ

やハチに
夏
は
政
撃
性
ガ
高
ま
る
季
節

ハ
チ
は
、
軒
下
や
屋
根
裏
、
庭
木
、

枝
の
茂
み
、

屋
、
戸
袋
、
土
中
な
ど

に
巣
を
つ
く
り
、
春
先
か
ら
秋
に
か

け
て
活
発
に
活
動
し
ま
す
。

特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
は
、

8
月

か
ら
日
月
に
か
け
て
、
巣
を
守
る
た

め
に
攻
撃
性
が
強
く
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
庭
木
の
枝
切
り
や
水

や
り
、
農
作
業
な
ど
を
行
う
と
き
は
、

近
く
に
ハ
チ
の
巣
が
な
い
か
確
認
し

て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ

チ
や
巣
に
い
た
ず
ら
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

応急処置の方法

ハ
チ
は
益
虫

ハ
チ
は
、
人
を
刺
す
の
で
害
虫
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
庭
の
木
や
草
、

畑
な
ど
の
害
虫
を
食
べ
た
り
、
花
の

受
粉
を
助
け
た
り
す
る
益
虫
で
す
。

身
近
な
場
所
に
巣
を
作
ら
れ
た
場

合
は
早
め
の
駆
除
が
必
要
で
す
が
、

生
活
に
支
障
が
な
い
所
で
あ
れ
ば
、

そ
っ
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
近
づ

か
な
け
れ
ば
、
特
に
危
険
は
あ
り
ま

せ
ん
。

(大
ス
ズ
メ
バ
チ
を
除
く
)

刺
さ
れ
定
と
き
は

人
に
よ
っ
て
は
、
刺
さ
れ
て
か
ら

1
時
間
以
内
に
シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
l
と
呼
ば
れ
る
激
し
い

シ
ョ
ッ
ク
反
応
は
、
命
に
か
か
わ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
「
気
分
が
悪
い
」

「
全
身
が
か
ゆ
い
」
「
動
換
が
す
る
」

な
ど
の
症
状
が
出
た
ら
、
直
ち
に
医

師
の
手
当
て
を
受
け
ま
し
ょ
、
っ
。

一
度
に
多
く
の
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

に
刺
さ
れ
る
と
、
ハ
チ
嘩
に
よ
る
急

性
症
状
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
灼
ま
す
。

応
急
処
置
は
左
記
の
と
お
り
で
す

が
、
詳
し
く
は
医
療
機
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
駆
除
は
、
巣
の
あ

る
土
地
を
管
理
し
て
い
る
方
が
専
門

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

圃
手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
5

。刺されたところに針が残っていな
いか確認し、残っていたらピンセ、ソ

卜などですぐに取り除きます(ミツ

バチの場合)。

。指輪をしている指を刺されたとき
は、指輪をすぐに取り外します。

。刺された部分を指でつまむなどし

て、毒をしぼり出します。

。傷口を水道の流水で洗い流し、水

でよく冷やします。

。抗ヒスタミン剤の入った虫刺され

薬など織忌塗ります。

※「おしつこをかけるHアンモニア

水をつけるJなどは効果はありません。

市のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp市役所の代表電話番号n7185-1111図はfあびこ楽校jの事業です。
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回
第
2
固
あ
ぴ
こ
自
然
観
察
隊

手
習
沼
公
園
で

「セ
ミ
の
羽
化
」

を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

や
さ
し
い
自
然
解
説
で
、
小
・
中

学
生
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
、
「
し

ら
ペ
学
習
」
や
自
由
研
究
に
も
役
立

~ -.. ti 怠

.び 2 ~6i 島近なとり

つ
観
察
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

7
月
却
日
出
午
後
6
時
か
ら

8
時
ご
ろ
(
雨
天
中
止
)
、
午
後
6

時
ま
で
に
ア
ビ
ス
タ
第
2
学
習
室
前

集
合
・
受
け
付
け

指
導
員
烏
博
市
民
ス
タ
ッ
フ
、

鳥
の
博
物
館
友
の
会
、
烏
の
博

物
館
学
芸
員

定
員
先
着
必
名
(
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
)

持
参

懐
中
電
灯
，
筆
記
用
具
，

必
要
な
方
は
虫
よ
け

参
加
費
無
料

主
催
烏
の
博
物
館

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
烏
の

博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2
2
1

つ臼

国シゴイ
(コウノ卜リ目サギ科)

夏
の
早
朝
、
手
賀
沼
の
ほ
と
り
を

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
オ
オ
ヨ
シ
キ

リ
の
さ
え
ず
り
が
や
や
静
か
に
な
っ

た
ヨ
シ
原
か
ら
、

「ォ
l

オ
l
」

と
低
く
う
な
る
よ
う
な
声
が
聞
こ
え

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

声
の
主
は
、
ヨ
シ
ゴ
イ
と
い
行
茶

色
い
小
型
の
サ
ギ
の
仲
間
で
す
。
長

安野国彦さん(鳥の博物館友の会)
斉麗安行 (蝿の博物館学芸員)

写真

文

回 夏休みイベント

フロアスタッフと
遊ぼう!

~ 

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
作
る
楽
し

い
工
作
教
室
で
す
。
今
年
も
楽
し
い

工
作
が
盛
り
沢
山
で
す
!
夏
休
み
の

自
由
研
究
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
。

日
程
・
内
容
表
参
照

時
間

①
午
前
日
時
加
分
か
ら
②
午

後
1
時
却
分
か
ら
(
各
回
1
時
間
程

度
)

場
所

烏
の
博
物
館

対
象

小
学
生
以
上

参
加
費
無
料

(
入
館
料
が
か
か
り

ま
す

〈
中
学
生
以
下
は
無
料
〉
)

申
し
込
み

不
要

※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了

圃

烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2

つ
斗
胃
ム

司
L

日程 内容

7月16日(日)鳥グライダー

7月22日出 バードランナー

7月23日(日)竹の工作教室

7月29日出 とべ!鳥の紙飛行機

7月30日(日)ペットボトル空気砲

8月5日出 バードコール

8月6日(日)バードランナー

8月12日出 ベットボトル空気砲

8月13日(日)ドライアイスロケット

8月19日出 鳥グライダー

8月20日(日)貝あわせ教室

8月26日出 とべ!鳥の紙飛行機

8月27日(日)バードランナー

い
足
指
で
直
立
し
た
茎
を
つ
か
ん

で
、
茂
っ
た
ヨ
シ
原
の
中
を
歩
き

回
り
、
な
か
な
か
姿
を
現
し
ま
せ

ん
。

「沼
の
忍
者
」
の
イ
メ
ー
ジ

が
ピ
ツ
タ
リ
で
す
。

夏
烏
と
し
て
5
月
下
旬
手
賀
沼

に
渡
来
し
た
ヨ
シ
ゴ
イ
は
、
ヒ
メ

ガ
マ
の
葉
を
折
り
曲
げ
て
カ
ゴ
状

に
編
み
込
ん
だ
巣
を
、
水
面
よ
り

数
十
セ
ン
チ
上
に
造
り
ま
す
。

一
巣
の
卵
数
は
4
ゆ今，

a

個、

卵
は
げ
か
ら
お
日
で
僻
化
し
ま
す
。

親
子
と
も
ど
も
、
危
険
が
せ
ま
る

と
く
ち
ば
し
を
天
に
向
け
首
を
伸

ば
す
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
擬
態
の
ポ
ー

ズ
を
と
り
ま
す
。
ヒ
ナ
が
僻
化
す

え
さ

る
と
、
親
鳥
が
餌
運
び
で
ヨ
シ
原

の
上
を
頗
繁
に
飛
び
ま
わ
る
た
め
、

よ
う
や
く
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

の
査

羽
泊
朝
嗣

坦
貝
能
訓

王
J

仲エ

ロ

ノ
寸

乱
了
寸
J

--f 
ィ時
シ

『
コ4

日
時

7
月
mm
日
出
午
後
1
時
初
分

か
ら
3
時
却
分

場
所

烏
の
博
物
館

内

容

「
手
賀
沼
の
ヨ
シ
ゴ
イ
の
生

態
調
査
」
講
師
:
・平
岡
考
さ
ん
(
側

山
階
鳥
類
研
究
所
研
究
員
)

参
加
費
無
料

(
た
だ
し
入
館
料
が

必
要
で
す
)

主
催

烏
の
博
物
館
、
烏
の
博
物
館

友
の
会

申
し
込
み

不
要

圃

烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2

2
1
2
 

第25固鳥博友の会講座

開催

7月29日(土)正午から午後7時利根川ゅうゅう公園水上ステージ|こて
雨天の場合…7月30日(日)(30日也雨天の場合、市民体育館lこて開催)

アロハフエスヲ inアビコ '06
水-森・自然に恵まれた我弼子の利根川べりにある水上ステージから、

ハワイの音楽とダンスで「出会いJi吏流Ji癒しJを提供します。

主催我孫子市教育委員会運営アロハフェスタinアピコ実行委員会園教育委員会文化課ft7185-1601

会'Pクむス

お車の方は市民体育館前入口よりお入り

ください。

JR常磐線天王台駅北口から無料送迎パ

スが出ます。

天王台発 (15分間帯)
始発午前11時30分、最終午後4時

古
利
線
沼

※服の上からゆかたを羽織るため、 T
シャツや短パンなど軽装でお出かけく

ださい。

申し込み ファクスかハガキに「ゆか
た着付け講習J、希望講習時間①か①、
信月、氏名、ゆかたの有無、 電話番号

を明記し、 7月25日までに〒270・
1166我孫子 1684教育委員会文化課
剛7182-5867ヘ

お ヮワしし議習会
時間午後2時30分から3時30分
内容初心者でも簡単な曲が1曲ひけ
るようになります

定員当日先着10人
措参 ウクレレ(若干の貧し出し有)

~出広 (2 ，広舗)
ハワイアンショップ、飲食庖、

ハーレーダピッドソン成田(展示)
※フリーマーケット同時開催

(50庖舗予定)

ぷ ゆか定着付け議習会
時間 ①午後2時から3閏30分
②午後3時45分から5閏15分
内容 ゆかたを自分で着る方法

講師きもの教育協会

定員各回10人程度
措参ゆかた、半巾帯、腰ひも (2・

3本)縫締め、タオJ[J1枚、論(ま
たはピーチサンダル)

※持参できない方は主催者側が用意。

~出縞可
市内ハワイアンバンド5団体

市内外フラダンサー20団体
あぴこ少年少女合唱団

千葉県警察音楽隊ほか

Oゲスト
ハラウオ力マヌフラレア

(プロフラダンサー)

アグネスキムラ&工コモマイ
(プロミュージシャン)

‘フVアラハ
グしラ
ネラウ

ス-オ
L カ

ラ マ
ヌ

会場発 (午後4時30分"'7時30分隙く)
始発正午、最終8時40分

。7月29日・ 30日サブアリーナの使用ガ、できなくなる場合ガ、あります

7月29日出.30日但)嫡天の場合、アロハフエスタinアピコ06の会場は市民体育館内になります。
準情などの都合で7月29日.30日体育館の武道場、会議室、メインアリーナ、サブアリーナが使用
できなくなします。ご迷惑をおかけしますがご協力ください。固教育委員会体育課ft7187-7555



2006.7.16 (8) 

分

所
湖
北
地
区
公
民
館

内
い
ろ

E

い
ろ
な
紙
ひ
こ
う
き
を
作
る
対
小

'
*
.

学
生
、
先
着
目
入

費
無
料

持
割

h
R
り
箸
1
膳
、
は
さ
み
、
の
り
、
セ
ロ

テ
ー
プ
、
水
筒
(
飲
み
物
)
、
用
意

で
き
る
方
は
両
面
テ
l
プ
・
マ
ジ
ッ

ク
・
ク
レ
ヨ
ン

申
・
圃
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
で
名
前
、
学
校

・
学
年
、
電
話
番
号
明
記
し
、

7
月

四
日
か
ら
教
育
委
員
会
社
会
教
育
謀

E
7
1
8
5
・
1
6
0
4
(平
日
8

時
却
分
j
口
時
)
郎
7
1
8
2
・
5

8
6
7
E
メ
1
ル
3
可釦

W
包
W
可
O
巳

Fg@n-qhσ
野
0
・
nEσ
ど
勺

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援
、
補
助
団
体
の
記
事
で
す
。

各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

「
赤
毛
の
ア
ン
」

公
演

.. -
日
8
月
初
日
制
ロ
時
却
分

5
、
日
時

初
分
j
(
1
日
2
回
公
演
)
所
市

民
会
館

内
世
界
の
名
作

「赤
毛
の

ア
ン
」
を
市
民
劇
団

「あ
ぴ
こ
舞
台
」

に
よ
る
初
回
目
の
公
演

出
小
学
生

か
ら
初
蔵
ま
で
の
必
人
の
団
員
、
プ

ロ
俳
優
も
特
別
出
演

費
全
席
自
由

2
0
0
0
円
(
前
売
り
1
5
0
0
円
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
希
望
時
間
・
枚
数
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
2
7
O
l
l
l
3
2
湖
北
台
叩
の

2
の
お
飯
牟
礼
宮
7
1
8
8
・
1
1

6
0
(折
り
返
し
「
会
場
受
付
清
算

券
」
を
送
付
)

※
第
5
固
め
る
へ
ん
文
庫
に

7
月
お

固
ま
で
に
応
募
し
た
方
に
は
抽
選
で

「
赤
毛
の
ア
ン
」
招
待
券
を
教
育
委

員
会
か
ら
送
付
し
ま
す
。

第
叩
回
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

「
日
曜
日
の
午
後
を
フ
ル
ー
ト
音
楽
で
」

日
7
月
お
日
制
凶
時
j
日
時
日
分

所
ア
ピ
イ
ホ
l
ル

費
無
料

圃
ア

ピ
イ
ク
オ
1
レ
宮
7
1
8
2
・
1
3

" 
窃

5 
1 合

唱
コ
ン
サ
ー
ト

第 1169号

日
7
月
却
日
出
U
時
開
演

所
湖
北

地
区
公
民
館
内
新
実
徳
英
集
よ
り

「火
の
山
の
子
守
唄
」
、
木
下
牧
子
集

よ
り
「
春
に
」
、
メ
ン
デ
ル
ス
・
ゾ

ー
ン
集
よ
り
「
ゆ
け
わ
が
そ
よ
風
」
、

1
9
7
0年
代
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の

中
か
ら

「季
節
の
中
で
」
ほ
か

出

日
・
:
日
時

所
・・・場所

女
声
合
唱
団
、、
ニ
ー
ズ
、
唐
沢
昌
伸

さ
ん
(
指
揮
)
、
田
中
美
緒
さ
ん
(
ピ

ア
ノ
伴
奏
)

費
無
料
(
全
席
自
由
)

圃
小
田
島
宮
7
1
3
9
・
8
1
4
1

子
ど
も
サ
マ

I
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
7
月
辺
日
回
目
時
i
日
時
初
分

所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
模

擬
庖
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
お
た
の
し

み
コ
ー
ナ
ー
、
ビ
デ
オ
上
映
、
よ
さ

こ
い
ソ

1
ラ
ン
、
お
は
な
し
散
歩
通
、

お
も
ち
ゃ
の
病
院
費
入
場
無
料

主
・
圃
天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会

E
7
1
8
2
・
9
9
8
8

ち
び
っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
・

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

日
7
月
辺
自
国
9
時
i
M時

所
海

上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
(
柏
市
藤

ヶ
谷
1
6
1
4
の
1
)

内
ス
ポ
ー

ツ
大
会
、
航
空
機
・
装
備
品
展
示
、

消
防
車
試
乗
、
フ
ラ
イ
ト
シ
ユ
ミ
レ

1
タ
1
試
乗
、
航
空
機
の
実
習
装
置

体
験
教
室
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
教

室
ほ
か

圃
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空

基
地
広
報
室

E
7
1
9
1
・
2
3
2

1
(内
線
2
2
0
4
、
2
2
0
5
)

第

3
回

写
心
ク
ラ
ブ
ら
つ
く
写
真
展

日
7
月
沼
田
働
5
8月
2
日
制
日
時

i
m時
(
お
日
は
ロ
時
j
)

所
市

民
プ
ラ
ザ

費
無
料

圃
山
崎
8
7

1
8
8
・
5
2
8
0

参
加
し
て
み
ま
世
ん
か

3
紙
ひ
こ
う
き
博
士
に
な
ろ
う

E

3
遊
び
の
遣
人
教
室
3

日
7
月
訂
日
同
9
時

ω分
i
H
時

ω

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

伝
統
文
化
こ
ど
も
茶
道
教
室

日
7
月
初
日
側
、

8
月
6
日
側
、

9

月
3
日
側
、
叩
月
日
日
側
、
日
月
mm

日
側
い
ず
れ
も
9
時
初
分
j

H
時
初

分

所
ア
ピ
ス
タ

内
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
茶
道
に
ふ
れ
て
み
ま
せ

ん
か

対
小
・

中
学
生
(
全
回
参
加

で
き
る
方
)
、
日
人
(
応
募
者
多
薮

の
場
合
は
抽
選
)

費
1
回
5
0
0

円

主
我
孫
子
市
茶
道
連
盟
、
我
孫

子
市
教
育
委
員
会

申
・
圃
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
・
学

年
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

7
月
辺

日
必
着
で
〒

2
7
o
l
-
-
6
4
つ

く
し
野
1
の
6
の
卸
小
野
一
宗
E
7

1
8
2
・
6
1
6
1

盲
森
み

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
入
学
1

日
8
月
8
日

ω・
9
日
制
・
口
日
同

-m日
働
9
時

s
m時
(
ど
れ
か
1

日
)

所
あ
ら
き
国

対
中
高
生
、

先
着
目
入

費
無
料
(
給
食
費
5
0

0
円
別
途
)

申
・

圃
電
話
で
あ
ら

き
園

E
7
1
8
8
・
4
1
8
8

き
も
の
着
付
け
こ
ど
も
教
室

日
7
月
お
日

ω・
担
日
開
、

8
月
1

日

ω・
8
日

ω・
日
日
幽
・
日
日
側

.
羽
田
側
・

2
日

ωい
ず
れ
も
日
時

日
分

sロ
時
日
分

(
8月
初
日
は
日

時
か
ら
)

所
市
民
プ
ラ
ザ

内
ゆ

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

か
た
の
着
方
を
学
ぶ

対
中
学
生
、

先
着
犯
人
(
ゆ
か
た
を
持
っ
て
い
る

方
お
人
、
持
っ
て
い
な
い
方
叩
人
)

費
5
2
0
円

申
・

圃
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
我
孫
子
き
も
の
教
育
協
会
・

田
口
宮
郎
7
1
8
3
・
2
3
7
6

手
賀
沼
探
検
隊

日
8
月

4
日
働
9
時
加
分

s
m時

(
雨
天
実
施
)

所
水
の
館
集
合
、
ア

ピ
ス
タ
で
解
散

内
手
資
沼
船
上
見

学
(
沼
の
観
察
)
、
染
め
物
体
験
、
夕

食
づ
く
り

対
小
・

中
学
生
、
加
入

(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費

8
0
0
円
持
帽
子
、
弁
当
、
水
筒
、

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、

曲宿
替
え
ほ
か

(
詳
細
は
参
加
者
に
後
日
連
絡
)
主

我
孫
子
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

(
家
族
は
連
名
可
、
そ
の
他
は
1
枚

に
3
人
ま
で
)
、
学
年
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、

7
月
辺
日
必
着
で
〒
2

7
o
l
-
-
4
3
天
王
台
2
の
4
の

M
渡
辺
佐
代
子
園
梅
谷
8
0
8
0

.
5
5
1
5
・
0
2
6
1

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

日
7
月
幻
日
同
比
時

5
日
時
初
分

所
市
民
会
館
講
師
海
老
津
元
宏
さ

ん
(
国
立
相
模
原
病
院
臨
床
研
究
セ

ン
タ
ー
病
態
総
合
部
長
)

対
先
着

加
入
費
無
料
主
我
孫
子
市
学
校

保
健
会
、
我
孫
子
市
医
師
会

申
・

圃
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
宮
7
1

8
5
・
1
2
6
7

夏
期
療
育
セ
ミ
ナ
ー
開
催

日
8
月
四
日
働
9
時
初
分

1
日即時

所
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内

「発
達
評
価
か
ら
支
援
方
法
を
考
、
え

る
」
「
家
族
へ
の
支
援
方
法
」、

講

師
:・
野
津
純
子
さ
ん
(
筑
波
大
学
)

対
幼
稚
闇
教
諭
、
保
育
士
、
教
員
な

ど
の
療
育
関
係
者
、
先
着
羽
人

申

.
圃
電
話
で
子
ど
も
発
達
ゼ
ン
タ
1

.
遠
藤
宮
7
1
8
8
・
0
4
7
2

持
・・・持参

申
・:
申
し
込
み

認
知
症
の
方
の
家
族
の
集
い

日
7
月
訂
日
同
日
時
却
分

5
日
時
却

分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

情
報
交
換

対
認
知
症
の
方
を
介
護

し
て
い
る
家
族
費
1
1
0円
(
お

茶
代
)

圃
介
護
支
捜
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
1
2

高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ
す
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
l
2級
養
成
講
座

日
講
習
・:
9月
4
日
開
i
m日
働
の

四
日
間
9
時

S
U時
(
予
定
)
実

習
・:叩
月

s
u月
の

h2っ
5
日
間

所
柏
の
葉
公
園
管
理
事
務
所
(
柏
市

柏
の
葉
4
の
1
)

対
市
内
在
住
の

日
i
臼
歳
の
方
で
全
日
程
参
加
可
能

な
方
、
お
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
)
費
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代

6
8
0
0
円
、
細
菌
検
査
代
実
費
)

申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
中
川
鋭
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
面
に
あ
て

先
を
明
記
し
、

7
月
M
日
必
着
で
〒

2
7
O
l
l
l
2
1
中
峠
2
6
0
7

個
我
孫
子
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー

E
7
1
8
8
・
2
2
0
0

「
か
む
子
・
の
び
る
子
・
元
気
な
子
」

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
の
条
件
家
庭
な
ど
で
利
用
で
き
、

よ
く
か
ん
で
味
わ
え
る
子
ど
も
向
き

の
お
弁
当
、
千
葉
県
の
農
産
物
を
利

用
し
、
手
軽
に
つ
く
れ
る
弁
当
メ
ニ

ュ
ー
(
材
料
費
は
1
人
分
で
5
0
0

円
前
後
)

対
県
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
方
選
考
書
類
審
査

後
、
日
月
日
日
に
千
葉
県
口
腔
保
健

セ
ン
タ
ー
で
審
査

申
応
募
票
(
保

健
セ
ン
タ
ー
に
用
意
)
に

2
食
分
の

お
弁
当
の
献
立
を
明
記
し
、
-
食
分

の
お
弁
当
の
写
真
を
添
え
て
、
返
信

用
封
筒
(
初
円
草
を
貼
悦
し
、
あ

て
先
を
記
入
)
を
同
封
し
、

8
月
担

日
消
印
有
効
で
一
T
2
6
1
1
0
0
0

2
千
葉
市
美
浜
区
新
港
認
の
口
千
葉

県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
内
紛
千
葉
県

歯
科
衛
生
士
会
へ
郵
送
圃
保
健
セ

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

ン
タ
1
8
7
1
8
5
・
1
1
2
6

脳
活
性
ス
ト
レ
ッ
チ
講
習

日
7
月
幻
日
同
日
時

i
日
時

所
近

隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ
(
車
で
の
来

館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

肉
親
子

で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

H
誰
に
で
も
で
き
る
や
さ
し
い
ス
ト

レ
ッ
チ
で
気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し

て
ス
ト
レ
ス
解
消
、
講
師
:・
兼
子
総

子
さ
ん
(
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
)

費
無
料

持
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル

(
2本
)
、
パ
ス
タ
オ
ル

圃

近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ

E
7
1
6

5
・
2
0
1
1

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

「
親
子
体
験
教
室
」

日
7
月
お
日
側
、

8
月
2
日
制
・

9

日
制
・
日
日
制
・
お
日
制
・
羽
田
例

目
時

5
日
時
却
分
所
千
葉
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
(
富
里
市
御
料
7
0

9
の
1
)

内
①
犬
・
ね
こ
の
正
し

い
飼
い
方
、
接
し
方
②
犬
・
ね
こ
の

病
気
、
ペ
ッ
ト
か
ら
う
つ
る
病
気
③

同
セ
ン
タ
ー
見
学

対
小
学
校
4
1

6
年
生
と
そ
の
保
護
者
(
小
学
生
だ

け
の
参
加
可
)
、
各
日
先
着
5
組

費
無
料

服
装
犬
に
さ
わ
れ
る
服
装

で

申
・

圃
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
宮

0
4
7
6
・
犯
・

5
7
1
1

市
民
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
大
会

日
7
月
初
日
制
9
時

sロ
時

集

会

8
時
却
分
我
孫
子
漁
業
組
合
桟
橋

所
手
賀
沼
下
沼
滝
前

種
デ
ィ
ン
ギ

l

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

1
人
は
経
験
者
の
ペ
ア
、
先
着
ロ
組

(
M
人
)

費
1
人
5
0
0
円

申

・
圃
ハ
ガ
キ
に
2
人
の
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

し、

7
月
お
日
必
着
で
〒
2
7
o
l

-
-
4
7
若
松
1
1
1
の
7
鈴
木
省

吾
宮
7
1
8
2
・
8
5
4
5
ホ
1
ム

ペ
1
ジ

ZGυ
¥¥若
者
宅
-moon-to

印

-n0・号
¥
〉
同

Eozvω
同
U
M
肖
Z
¥
N
吋。

叶、山口
・件。。
.師一可
O
C
W
包
・
F
4ロ同
H
H』

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

-・雇傭み「ふれあい工房傭験フエスタJ..
日時 7月29日凶 .30日但)午前10酷から正午、午後1時から3時(無料)

場所ふれあい工房 (NE C駐車場をご利用ください)

固ふれあい工房87186・5500

コーナー名 内容 定員(先着)

竹細工 竹とんぼなど 午前・午後各10人
糸のこ 木工パズル、組み木など 午前・午後各6人
木工 ミニイス 午前・午後各5人
トールペインティング 出来たものに色付け 午前・午後各10人
布あそび パックン小物入れ 午前・午後各5人
裂き織り コースターや花ぴん敷き 午前・午後各5人
布ぞうり 布を使ってぞうり作り 午前・午後各3人
牛乳If.")クで和紙作り ハガキやコースターを作る
新聞紙で作るパラのブローチ 午前・午後各6人

壁掛け 布、毛糸、ボタンなどで自由に作る 午前・午後各5人
ネームプレート 牛乳パックと和紙で作る 午前・午後各5人
貝のス トラップ 貝を布で包んで作る

5500円

3500円

3500円

8/2613時~

17包座1
4単元際器5

8/2715時~

一一也~
務員座1

3
単元医薬

・ …
お楽しみ講座 I ~ 出ニ官元云云孟
(チラシ作成)1"平ん匹長羊与主一

町・‘ハ但~

受付時間 午前10時から午後6時

定員各講座 15人(時者多数の場合は抽選)

申し込み・固 窓口、または電話かファクス
で7月25日までに市民プラザft7183・2111

剛7183・5300ヘ

単元数l 日時

18/1210時お分~

3単元18/1213日寺- 13500円
8/13 15日寺~
8/19 13時~

8/19 15日寺~
5単元阪苛布高蕊分-18000円

8/2013日寺~
8/2015日寺~

8/2813時~
8/2815日寺~

5単元阪否有高蕊分-18000円

8/2913時~

8/2915日寺~
※受講料は、教材費、通信費などを含みます。
※1単元は90分です。

受講料

ワード
2003講座

エクセル
2003講座

講座名

パソコン
入門講座

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp回 は「あびこ楽校Jの事業です。
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市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
9
月
3
日
側

-m日
側
所
市
民

体
育
館
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
先
着
男
女
各
回
チ
1
ム
前

後

費

1
チ
l
ム
3
0
0
0
円

申

7
月
お
日
ロ
時
か
ら
ホ
1
ム
ペ

1
ジ

E
G一
¥
¥
若
者
宅
-
釦

E
w
o
σ
ω
ω
w
o

件
・
甘
¥
で
申
し
込
み
圃
松
村
君
0

9
0
・
3
4
7
7
・
7
8
2
0
E
メ

ー
ル
』

B
W
@
ω
E
w
o
σ
g
v目
立
勺

ぼ
し
ゅ
う

曹
候
補
士
自
衛
官

青※ i験対
試 9 9 18 

所験月月 j
宮 内 8 1626 
7 容日日歳
1 なの
6 ど受方
3 言学 f寸
し期試

6 く 間験
8~;t 8 日
8 柏月 1
4 募 1 次
へ集 日 試

放
送
大
学
学
生

方
の
専
修
免
許
状
取
得
に
利
用
で
き

ま
す
)
応
募
期
限
8
月
日
日

ω(大

学
院
修
士
会
科
生
は
8
月
お
日
5
9

月
凶
日
)
圃
放
送
大
学
東
京
足
立

学
習
セ
ン
タ
ー
E
ω
・
5
2
4
4
・

2
7
6
0
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
宮
号
、
¥

若
者
宅

-za包円・釦の・』同
U¥
町田
U

※
市
役
所
広
報
室
に
教
養
学
部
の
募

集
要
項
あ
り
。

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
7
月
沼
田
川
W
U
時
初
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)
所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
7
月
初
日
同

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
墳
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い
圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

都
市
計
画
審
議
会
の
公
開

日
7
月
お
白
川

wm時
5

所
議
事
堂

第
1
委
員
会
室
識
題
地
区
計
画

(緑
1
丁
目
)
対
当
日
先
着
目
入

園
都
市
計
画
課
・
内
線
5
9
3

。。

お

の

そ

う

た

小

野

唄

太
ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・

1
歳

2
カ
月
)

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
路
き
日

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
な
週
末
で

す。

ア
ビ
ス
タ
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
下
さ
い

日
毎
週
附
9
時
S
U時
対
ア
ピ
ス

タ
利
用
者
、
市
民
図
書
館
利
用
者
の

2
歳

5
就
学
前
ま
で
の
幼
児
、
先
着

目
人
程
度

託
児
時
間
1
時
間
以
内

費
無
料

申
当
日
、
ア
ビ
ス
タ
託
児

室
前
で
圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮

7
1
8
2
・
0
5
1
1

資
源
循
環
型
社
会
を
考
え
る

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

日
7
月
初
日
冊
目
時
却
分
j
v即
時
却

分
所
柏
市
中
央
公
民
館

内
県
で

策
定
し
た
「
千
葉
県
資
椋
循
環
型
社

会
づ
く
り
計
画
」
の
改
定
に
つ
い
て

対
先
着

ω入
費
無
料
主
「
資
源

循
環
型
社
会
を
考
え
る
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
実
行
委
員
会
、
千
葉
県

申

・
圃
電
話
で
千
葉
県
環
境
生
活
部

資
源
循
環
推
進
課
E
0
4
3
・
2
2

3
・
2
7
5
8

ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
ー

県
で
は
、
子
育
て
中
の
女
性
や
シ

ニ
ア
世
代
の
方
の
再
就
職
を
支
援
す

る
た
め
、
千
葉
市
幕
張
地
区
に
「
ち

ぱ
仕
事
プ
ラ
ザ
」
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日
7
月
お
日

ω
所
千
葉
市
美

浜
区
幕
張
西
4
の
1
の
叩

内
個
別

相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
各
種
講

座
、
セ
ミ
ナ
ー
、
職
業
訓
練
な
ど

圃
ち
ぱ
仕
事
プ
ラ
ザ
宮
0
4
3
・
2

7
3
・
4
5
1
0

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の

水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COO値

平成18年6月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成17年6月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

※
7
月
1
日
か
ら
個
別
相
談
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

i
内
職
求
人
を
探
し
て
い
ま
す

県
で
は
、
内
職
相
談
・
あ
っ
せ
ん

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
内
職
の

求
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
求
人

受
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
千
葉
県
東
葛
飾
県
民
セ
ン
タ
ー
E

0
4
7
・
3
6
1
・
4
0
8
9
(祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
月

1
金
曜
日

の
9
時
j
げ
時
)

在
宅
心
身
障
害
児
(
者
)
に
対
す
る

プ
I
ル
施
設
な
ど
の
入
園
料
を
減
免

在
宅
心
身
障
害
児
(
者
)
の
施
設

の
入
園
料
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

日
・
所
。
酒
々
井
ち
び
っ
こ
天
国
・
:

7
月
幻
日
働
1
8月
白
日
制
。
千
葉

県
こ
ど
も
の
国
・
:
9
月
初
日
出
ま
で

@
富
津
公
園
ジ
ャ
ン
ボ
プ
l
ル
宮
0

4
3
9
・
U
・
6
0
6
1
:
・8
月
白

日
同
ま
で
@
富
津
公
園
屋
内
温
水
プ

ー
ル
(
他
の
専
用
使
用
が
な
い
か
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
宮
0
4
3
9

・
u
・
8
8
8
7
)
:
-
m
年
3
月
白

日
出
ま
で
対
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
付
き
添

い
の
方
1
人
(
駐
車
場
代
は
除
く
)

園
側
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財
団
E

0
4
3
6
・
九
・

3
1
7
0

※
各
施
設
ご
利
用
の
際
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

忘れず巴納めましよう

-E圏・ 13 ・IíllM~翠盟翠mJ
固定資産税第2期
都市計画税第2期
国民健康保険税第2期
介護保険料第2期

水道料金

31日(月)

25日ω

者
保
健
福
祉
手
帳
を
各
施
設
窓
口
で

提
示
し
、
減
免
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
膏
護
婦
等

に
対
す
る
書
状
贈
呈
に
つ
い
て

対
第
二
次
世
界
大
戦
で
、
外
地
等

(
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区

域
)
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務

に
従
事
し
、
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
ま
た
は
旧
陸
海
軍
従
寧
看
護

婦
の
方
(
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除

く
)
請
求
期
限
切
年
3
月
担
日

申

・
圃
請
求
用
紙
(
生
活
支
援
課
・

内
線
3
7
7
に
用
意
)
に
必
要
事
項

を
明
記
し
、
〒
1
0
0
1
8
9
2
6

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
2
の
1
の

2
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担

当
宮
偲
・

5
2
5
3
・
5
1
8
2

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

対
戦
没
者
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

①
何
年
4
月
1
固
ま
で
に
、
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
②

戦
没
者
等
の
子
③
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
④
右
記
③
以

外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
⑤
右
記
①
i
④
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族
支
給
額
額
面

ω万
円

(
日
年
償
還
の
記
名
国
債
)
請
求
期

間
侃
年
4
月
1
日
5
侃
年
3
月
担
日

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・ 6 月~日現在)
6月の発生件数 55件
今年の発生件数(1月-) 317件
前年同期比 +8件
6月の死者数 0人
今年の死者数 2人
前年同期比 ー3人

6月の負傷者数 65人
今年の負傷者数 391人
前年同期比 +23人

※
請
求
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
生

活
支
援
謀
・
内
線
3
7
7
へ。

広
報
7
月
1
日
号
の
訂
正

広
報
あ
ぴ
こ
5
面
「
市
民
文
化
祭

参
加
者
募
集
」
の
記
事
中
、
次
の
部

分
を
訂
正
し
ま
す
。

写
真
展
の
会
場
:
・
「
市
民
会
館
」
を

「
市
民
プ
ラ
ザ
」
に
、
洋
舞
の
日
程

:
「
日
月
辺
日
」
を
「
日
月
辺
日
」

に
、
手
工
芸
の
日
程
:
・
「
日
月
幻
日

か
ら
お
日
」
を
「
叩
月
訂
日
か
ら
お

日
」
に
訂
正
し
ま
す
。

「平
和
の
た
め
の
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

川
あ
び一
」
」
会
場
の
変
更

日
9
月
お
日
鯛
・

μ
日
側
所
け
や

き
プ
ラ
ザ
(
我
孫
子
駅
南
口
の
複
合

施
設
)

※
参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
を
7
月
お
日
出
に
市
民
会
館

で
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
芹
沢

E
7
1
8
3
・
0
0
6
5
へ
。

不
周
回
目
情
報

"
躍
り
ま
す
"

。
有
料
で
*
ガ
ス
台
(
新
品
、

都
市
ガ
ス
用
)
、
小
型
テ
レ
ピ

(
6

イ
ン
チ
)
:
・
高
橋
宮
7
1
8
2
・

7
9
1
9
 

。
無
料
で
*
電
子
オ
ル
ガ
ン
:
・

細
川
宮
7
1
4
9
・
8
1
0
4

申
ベ
ビ

1
ベ
ッ
ド
(
マ
ッ
ト
レ
ス

付
き
)
、
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
・
・

仲
元
寺
雪
，ee--
8
2
・
1
0
4
2

本
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
I
ト
・
:
野
口
宮

7
1
8
8
・
2
5
8
2

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意
衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

市民伝言版

‘' このコーナーに掲識を希望する方
l武広報掲載依頼書(市役所広報室

に用意または我掛子市のホームペー
ジからダウンロード)に必要事項を

記入のうえ、掲戴希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。
掲識する内容はイペン卜名・日時

場所・内容・費用・問い合わせ先な
どです。詳しい内容の確認は、当事

者間で行うようお願いします。

圃広報室ft?185・1269

公共施設剥用の活動Iel:、優先的1;::
燭所ガ確保されているものではあ
りまぜん。

講
演
・
催
し

V
親
子
観
劇
会
「
ぼ
く
の
ペ
ッ
ト
は

グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
ペ
ッ
ト
」

7
月
辺

日
出
口
時
却
分
間
演
。
湖
北
台
近
セ
。

1
0
0
0
円
、
子
ど
も
8
0
0
円。

N
P
O
法
人
あ
ぴ
こ
子
ど
も
劇
場
E

7
1
8
8
・
9
0
7
8

V
老
人
ホ
l
ム
パ
ス
見
学
会

7
月

お
日
回
目
時
初
分
集
合
。
さ
い
た
ま

市
内
の
有
料
老
人
ホ
1
ム
2
カ
所
の

見
学
、
内
容
説
明
、
質
疑
応
答
、
食

事
試
食
。
先
着
お
人
。
無
料
。
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
・
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
宮

0
1
2
0
・
4
6
0
・
6
1
2

V
幕
末
維
新
の
名
士
書
幅
・
書
画
額

展

7
月
四
白
川

wsm日
冊
目
時
S

口
時
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
芙
蓉
。
伊
藤
博

文
、
勝
海
舟
、
西
郷
隆
盛
ほ
か
近
代

日
本
を
築
き
あ
げ
た
志
士
た
ち
書
幅

書
画
展
示
。
無
料
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
芙

蓉
E
7
1
0
6
・
1
3
6
9

V
さ
わ
ら
び
会
審
展

7
月
沼
田

ω

S
担
日
開
9
時
S
U時
(
お
日
は
日

時
i
、
ma
・
m-白
日
は
日
時
ま
で
)
。

我
孫
子
郵
便
局
本
局
1
階
展
示
室

(
天
王
台
駅
か
ら
徒
歩
5
分
)
。
無
料
。

落
合
E
7
1
3
9
・
8
3
8
7

V
焦
鉄
軍
気
功
木
曜
体
験
会

8
月

口
日
・

M
日
・
白
日
9
時
初
分

s
m

時

ω分
。
ア
ピ
ス
タ
。
講
師
・
:
吉
田

奉
子
さ
ん
。
-
回
1
0
0
0
円
。
気

風
会
・
森
君
0
9
0
・
9
3
1
6
・

5
3
7
8
 

V
な
ぎ
な
た
教
室

7
月
お
日
倒
9

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ピ
・
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
、
っ
正
規
の
大
学
で
す
。

募
集
学
生
教
養
学
部
・
:
全
科
履
修
生
、

選
科
履
修
生
、
科
目
履
修
生
大
学

院
(
文
化
科
学
研
究
科
)
・
:
修
士
全

科
生
、
修
士
科
目
生
(
現
職
教
員
の

情

vgや
③
ちゃれ

佐
藤

桃
香
ち
ゃ
ん

(膏
山
台

・
1
歳
2
カ
月
)

名
前
を
呼
ぶ
と
上
手
巴
返
事
を

す
る
よ
う
巴
な
り
ま
し
だ
。
あ
姉

ち
ゃ
ん
括
ぎ
な
お
茶
目
な
予
で
す
。

時
初
分
5
日
時
。
市
民
体
育
館
武
道

場
。
小
学
生
以
上
、
先
着
目
人
。
無

料
。
新
喪
E
7
1
8
5
・
0
2
2
6

V
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

7
月
却
日

出
ロ
時
日
分
i
U時
mw
分
。
ア
ピ
ス

タ。

5
0
0
円
。
ピ
ュ

l
テ
ィ
ダ
ン

ス
フ
レ
ン
ズ
・
渡
辺
宮
7
1
8
4
・

4
8
9
7
(幻
時
以
降
)

会
員
・
仲
間
募
集

V
初
心
者
・
シ
ニ
ア
向
け
マ
ン
ド
リ

ン
教
室

9
月
か
ら
毎
週
側

(
1
ク

ラ
ス
3
時
間
程
度
)
。
布
佐
南
近
セ

ほ
か
。
先
着
目
人
。
⑨
3
0
0
0
円
。

F
U
S
A
マ
ン
ド
リ
エ

l
ト
事
務
局

E
7
1
4
9
・
0
0
1
3

V
英
会
話
サ
ー
ク
ル
「
木
曜
英
会
話
」

毎
月
第
2
・
4
岡
山
時

sロ
時
。
湖

北
台
近
セ
か
市
民
プ
ラ
ザ
。
米
国
人

講
師
を
囲
ん
で
の
フ
リ
1
ト
1
キ
ン

グ
中
心
。
入
2
0
0
0
円
、
⑨
2
5

0
0
円
。
山
辺
宮
7
1
8
5
・
8
2

7 
5 

V
何
で
も
話
せ
る
、
聞
け
る
英
会
話

の
会
毎
週
同
ロ
時
必
分
S
U時
必

分
。
ア
ピ
ス
タ
か
市
民
会
館
。
博
学

の
米
国
人
講
師
が
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

に
答
え
て
く
れ
ま
す
。
⑨
4
0
0
0

円
。
首
藤
宮
7
1
8
3
・
0
8
6
3

V
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
し
も
づ
き
会
」

8
月
1
日

ωか
ら
毎
月
第
1
・

3ω

叩
時
j
ロ
時
。
天
王
台
北
近
セ
。
楽

し
く
指
先
を
動
か
し
脳
の
活
性
化
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
H
講
師
・
:
林
奏

楽
さ
ん
。
⑨
3
0
0
0
円
。
伊
藤
宮

7
1
8
3
・
4
6
0
6

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、 右のとおり省略しています。
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夏の夜空を彩る1万4000発。我孫子市と相市の2市合同で、手賀沼花火大会を開催。

打ち上げ蝿所(下図参照)

日時 8月5日出午後?聞から8閏30分(雨天・
荒天の場合は、 8月6日旧). 19日凶lこ順延)

※突通規制が会場周辺で午後6聞から9時、八坂

神社から会場は午後6時かAら9時30分まで行わ
れます(下図参照)。

※我孫子駅南口発の阪東パスは、午後4閏30分以
降第一小学校経由になります。

※当日の開催の有無は、午前8聞からテレホンサ

ービスft0180・99・3215でお知らせします。
圃 手賀沼花火大会実行委員会ft7182・3131、市商工観光課・内線504

第14俗図ガ県大会ヘ
東葛飾支部消防操法大会小型ポンプの部で優勝

7月2日間に我孫子市で初めて開
催された第25回東葛飾支部消防操
法大会小型ポンプの部で、第14分

団が優勝しました。同分団のメン

バーは30代が中心に構成され湖北

の古戸地区・中峠地区の一部を拠点

に消防活動をしています。

今大会では、機敏な身のこなしと患のあった確実な操作で、見事優勝しました。

なお、同分団は7月29日出県消防学校で行われる千葉県消防操法大会に出場し、さ

らに全国大会を目ざします。 V手賀沼花火大会会場 ・交通規制国

土fE==E 型当-=r .アビスタ11臨時休館
アビスタは、花火大会

開催日の午後3聞から臨
時休館します。駐車場も

利用できません。

圃アビスタft7182-0511

レンタサイクル・・・午前9時~午後5

あゆみの郷公社では、お子さま

の夏休みに合わせて月曜日(月曜

カ明日の場合翌日)を除いて毎日 γ
営業します。(雨天荒天は休み) 咽

期間 7月15日出から8月31日制
貨出蝿所 ミ二SL…手賀沼公園

レンタサイクル…手賀沼公園、我

孫子駅南、天王台駅南、鳥の博物

館、相中央体育館、道の駅しよう

なん各ステーション返却自由

営業時間 ミ二SL…午前9時30分~午後5時

時(貧し出しは、午後4時まで)

料金 ミ二SL ...2周200円 レンタサイクル…大人300円、小学生以下100円
固あゆみの郷公社ft7183・1130(土、目、月、祝日は休み)

青7It、海老原フロガ@肢の我孫子中を訪問
同窓会創立 10周年記念事業で
6月25日目、プロゴjレファーの青木功 開園田圃酬ー

さん、海老原清治さん、 TBSアナウンサ

ーの山田愛里さんが、母校の我孫子中学

校を訪れ生徒会長の秋山望美さんをま

じえて、 「夢の実現Jをテーマに、パネ

jレディス力ッションが行われました。 ， ‘ 
これは、同窓会設立10周年の記念事業 . 一一 J一一二

の目玉として企画されたもので、ディスカッションの中で、青木プ口は irこれjとい

うものを見つけることで夢を実現出来るJ、海老原プ口は i1日1日を大切に、失敗を
恐れずに挑戦してほしいJと、生徒約930人の今後の活躍に工ーjレを送りました。フィ

ナーレでは、在校生徒の指揮で会場全員で我孫子中学校の校歌を熱唱しました。

カレーライス作り巴挑戦
ABIKOチャレンジウオーク 2006研修会

7月2日(日)夏休みに行われるチャレンジウオ

ーク(グループごとにキャンプをしながら歩

く体駿活動)に向けて研修会が行われました。

研修会では6つのグループに分かれて、道

具選びから食材や分量などを自分たちで決め

て謂理を行い、全グループが美味しくできあ

がった力レーライスを食べました。

短 歌
榊原敦子 選

俳句
染谷 卓選

あぴこ植物図鑑

蜘
の
落
ち
て
水
の
鋭
は
灯
を
尉
し
暮
れ
ゆ
く
沼
辺
の
夕
景
と
な
る
白
杉
政
幸

{評
}
沼
の
シ
ン
ボ
ル
は
久
し
く
ポ
プ
ラ
で
あ
っ
た
。
写
真
家
の
自
は
新
し
い
そ
れ
を
発
見
。

深
み
た
る
お
ぬ
を
こ
え
て
届
き
く
る
は
プ
l
ル

聞

き

か

子

ら

の

歓

声

石

河

和

子

一評
}
夏
民
地
い
の
載
。
躍
動
す
る
子
ら
の
命
こ
そ
は
、
そ
の
始
ま
り
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。

ど

ん

こ

皆

無

恥

か

が

よ

ふ

花

嫁

を

真

刊

に

の

せ

て

新

締

を

ゆ

く

津

村

阿

墨

田
空
さ
れ
日
に
日
に
の
び
る
苗
は
い
ま
続
学
風
格
に
輝
い
て
い
る
(
新
か
な
)
秋
葉
清

ペ
1
ジ
繰
る
音
冴
え
返
る
夜
の
降
ち
外
は
き
わ
さ
わ
と
雨
降
る
気
配
新
藤
道
子

高
ら
か
に
「
奥
田
の
丘
」
を
唄
ひ
ゐ
る

h
h齢
の

友

は

兵

役

九

年

東

海

林

帯

和

皆
一
勧
き
て
封
な
き
家
を
守
る
が
に
ラ
ブ
ラ
ド
1
ル

の

犬

の

置

物

村

上

道

代

「
お
と
と
い
ふ
夫
の
路
け
し
名
前
、
つ
け
湯
の
み
に
抽
守
口
李
乞
注
ぎ
を
り
渡
辺
詔
子

波
音
の
宿
に
寝
付
け
ず
太
宰
の
忌
渋
谷
多
佳
子

一評
}
太
宰
治
の
忌
日
は
六
月
十
九
日
。
作
家
の
こ
と
を
思
い
出
し
波
音
で
頭
が
み
え
た
の
だ
。

虫

干

し

ゃ

候

ふ

文

の

父

の

ふ

み

脅

山

陽

子

今
う
ろ
う
ん

一評
}
か
た
み
の
よ
う
な
父
の
ふ
み
。
候
文
と
い
う
か
ら
、
明
治
生
ま
れ
の
父
に
違
い
な
い
。

日
を
射
ん
と
す
れ
ば
議
き
蒸
か
な
川
上
進
也

泣

き

蜜

笑

ひ

羅

漢

事

惜

し

む

松

村

君
代

烏

影

の

日

毎

密

な

る

夏

は

来

ぬ

町

田

進

静
報
の
喬
を
蜘
ぎ
で
は
需
命
延
ば
し
け
り
嘉
戸
健
治

廃
屋
を
め
ぐ
り
村
駒
内
腕
V

音

田

冬

径

車
紳
予
ほ
の
か
に
残
る
シ
ヤ
ネ
ル
の
香
壁
谷
千
鶴
子

|青少年 [m歳以下tl
|の俳句・短歌も募集.

|しています . 

ま
つ
よ
い
ぐ
さ

花
は
待
宵
草
の
名
前
の
通
り
、
夕

方
に
な
る
と
聞
い
て
、
朝
、
明
る
く

な
る
と
閉
じ
ま
す
。
花
は
夜
間
く
の

で
、
受
粉
は
ガ
の
仲
間
が
媒
介
す
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
し
ぼ
ん
だ

L
m
T

・
a
m
aa
，

花
が
赤
く
な
る
の
も
妙
で
す
。

果
実
は
長
さ
が
二

i
三
セ
ン
チ
の

円
柱
形
で
、
熟
す
と
縦
に
裂
け
て
種

子
を
放
出
し
ま
す
。

• 

文
歪
だ
よ
り
は
、
皆
さ
ん
が
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
醤
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り

ま
す
。
「青少
年

(ゆ
歳
以
下
)
の
郡
」
へ
応
募
す
る
方
は
、
必
ず
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
お
先
一
T
2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
広
報
室

(住
所
省
略
司
)
へ

行
川

令戸

川
)

償

制

タ
D

H
f
t
h
H

開
…
B
千

開

…羽
…

1
…回

国
間

M

P1
4

妙
心
…み
…

支
…

マ

…1

白

川

六
月
の
中
際
、
住
宅
地
帯
の
空
き
花
を
調
べ
る
と
、
淡
黄
色
の
花
ぴ

地
で
、
花
を
つ
け
た
コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
ら
が
四
枚
、
花
が
聞
く
と
垂
れ
下
が

サ
を
見
か
け
ま
し
た
。
こ
の
草
は
北
る
較
院
が
四
枚
、
船
し
ベ
が
八
本
、

ア
メ
リ
カ
原
産
の
二
年
率
で
、
明
治
雌
し
べ
が
一
本
あ

wdす
。
雄
し
べ

の
末
に
渡
来
し
、
昭
和
に
な
っ
て
か
は
得
、
下
部
の
子
房
か
ら
上
部
の

ら
広
が
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
柱
頭
ま
で
測
る
と
、
四
セ
ン
チ
以
上

茎
は
根
も
と
か
ら
枝
分
か
れ
し
、
も
あ
り
ま
す
。
雄
し
べ
の
頭
は
四
つ

な
な
め

地
面
を
は
い
ま
す
が
、
上
部
は
斜
め
に
分
か
れ
、
面
積
を
広
げ
て
花
粉
が

に
立
ち
上
が
り
ま
す
。
つ
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

• 

tè100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘イ ンクを使用 しています。


